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広報

Taketa Public Relations

７月 12 日未明から早朝にかけて、かつて経験のない量の雨が降り続き、市内各地で甚大な災害
が発生しました。混乱の続く中、被災現場でいち早く動いたのは、地域の方々の支え合う力でした。
また、遠方より音楽姉妹都市仙台市からの派遣やボランティアのみなさんも毎日駆けつけていた
だきました。「感謝」の気持ちを胸に、竹田市では１日も早い復旧に向けて全力を尽くします。
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支え合う「絆」

立ち上がろう竹田
↑降り続く雨の中、泥を出すボランティアのみなさん

〔写真左上〕炊き出しのボランティア　〔写真右上〕仙台市から駆けつけた消防局職員の皆さん
〔写真左下〕災害ボランティアセンターが開設　〔写真右下〕重くなった畳を運び出す消防団

災害ボランティアセンターから派遣されたボランティアチームが浸水し
た家屋現場に到着。荷物を出したり、泥だらけの室内を拭きあげる等
の後片付け作業を行いました。「自分たちのできることするだけ」とい
う真摯な姿勢に、家主は深く心を打たれ、とても励みになったそうです。
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経
験
し
た
こ
と
の
な
い
記
録
的
豪
雨
が
襲
う

被
災
者
の
方
々
へ

　
こ
の
た
び
の
集
中
豪
雨
に
よ
り
、
甚
大
な
被
害
を
受
け
ら
れ
ま
し
た
被
災
者
の
方
々
に
謹
ん
で
お
見
舞
い
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　
市
民
の
皆
様
方
を
は
じ
め
、
関
係
各
位
の
救
援
及
び
災
害
復
旧
に
ご
支
援
、
ご
協
力
を
賜
り
深
く
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す

　
市
も
全
力
を
あ
げ
て
災
害
復
旧
に
取
り
組
む
覚
悟
で
す
。
み
ん
な
で
夢
あ
る
復
興
を
目
指
し
ま
し
ょ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
竹
田
市
災
害
対
策
本
部
本
部
長
（
竹
田
市
長
）
首　
藤　
勝　
次

❶津波のように押し寄せる濁流がカーブを曲がり切れず、豊肥振興局
　裏に溢れ出す瞬間。動画撮影をされた地域の方提供（竹田地区・山手）
❷冠水した竹田地区山手の交差点
❸甚大な被害を受けた挟田
❹自衛隊員の活躍

●❶

●❷

●❸

●❹
　

活
発
化
し
た
梅
雨
前
線
の
影
響

で
、
７
月
12
日
の
明
け
方
に
わ
ず
か

３
時
間
で
最
大
１
３
５
㍉
の
豪
雨
が

竹
田
市
を
襲
い
ま
し
た
。

　

市
内
を
流
れ
る
玉
来
川
は
あ
の

「
平
成
２
年
災
」
以
来
22
年
ぶ
り
に

氾
濫
し
、
文
化
会
館
前
を
溢
れ
た
濁

流
は
Ｊ
Ｒ
豊
肥
本
線
と
市
道
を
伝
っ

て
山
手
地
区
ま
で
達
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
玉
来
川
水
系
に
お
い
て
も

河
川
の
増
水
や
土
砂
く
ず
れ
、
道
路

の
決
壊
等
も
多
数
発
生
し
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
荻
町
南
河
内
地
区
で
も
大

規
模
な
水
害
に
見
舞
わ
れ
、
市
内
全

域
で
は
20
軒
が
全
壊
の
被
害
を
受

け
、
濁
流
に
さ
ら
わ
れ
た
２
名
の
尊

い
命
が
奪
わ
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　

竹
田
市
で
は
12
日
の
午
前
０
時
25

分
、
大
雨
警
報
が
発
表
さ
れ
「
市
災

害
対
策
連
絡
室
」
を
設
置
し
ま
し
た
。

３
時
頃
か
ら
最
大
の
集
中
豪
雨
を
経

て
、
６
時
に
玉
来
地
区
へ
避
難
勧
告

を
発
令
し
ま
し
た
。

　
「
災
害
警
戒
本
部
」
に
切
り
替
え

た
直
後
、「
竹
田
市
全
域
」
に
避
難

勧
告
を
発
令
し
た
の
は
、
６
時
15
分

で
し
た
。

　

か
つ
て
経
験
し
た
こ
と
な
い
よ
う

な
大
雨
は
、
こ
の
日
午
前
８
時
ま
で

降
り
続
き
、
２
５
１
㍉
に
達
し
た
の

で
す
。
６
時
56
分
に
竹
田
地
域
に
避

難
指
示
を
発
令
（
対
象
：
６
５
９
８

世
帯
、
１
万
４
５
９
９
人
）。
同
時
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❺悪夢ふたたび。増水した玉来川が橋を超え、
　国道 57号線が通行止めに
❻半壊した国道 502号線
❼土砂被害のあった市用
❽浸水した「むらさき組合」
❾消毒作業

❿ガレキ置き場（こうとうさま）
⓫約３㍍の高さまで水没した文化会館大ホール
⓬流木が絡みつく魚住橋
⓭県内から多数の給水車支援
⓮被災者宅を片付けるボランティアのみなさん

●❺

❻

❼

●❽

●❾

●❿

●⓫

●⓭ ●⓬

●⓮

■被害状況
　対策本部が７月 22 日までにとりまとめた
集中豪雨による主な被害は次のとおりです。
　　　　　　　　（平成 24年７月 22 日現在）
　死　者　２人
　負傷者　３人
　住宅全壊　20件
　住宅大規模半壊　25件
　住宅半壊　56件　　
　床上浸水　210 件
　床下浸水　88件
　農地、農業施設の被害件数　2,985 件
　　被害額　35億 460 万円（見込み）
　市道　464 か所
　橋梁　２か所
　準用河川　60か所

■雨量状況
24時間最大雨量 時間最大雨量

昭
和
57
年
災

〔7／23〕21：00 
～ 〔7／24〕21：00
248.0㍉

〔7／24〕
　9：00 ～ 10：00
41.0㍉

平
成
２
年
災

〔7／1〕17：00 
～ 〔7／2〕17：00
297.5㍉

〔7／2〕
　9：00 ～ 10：00
51.0㍉

平
成
24
年
災

〔7／ 12〕0：00 
～ 〔7／ 13〕24：00
251.0㍉

〔7／ 12〕
　6：00 ～ 7：00
51.5㍉

※昭和 57 年災、平成２年災のデータは竹田土木事務所雨量計（広
　報たけた 1990 年８月号掲載より）

時間あたりの降雨量 実際の状況
５ｍｍ
　～10 ｍｍ／ｈ 

すぐに水溜りができ、雨音がよく聞こ
える。

10 ｍｍ
　～ 20 ｍｍ／ｈ

雨音で話が聞こえないことがある、
長雨の場合災害の警戒が必要。

20 ｍｍ
　～ 30 ｍｍ／ｈ 

下水があふれ、小河川が氾濫するこ
とがある。がけ崩れの危険性。

30 ｍｍ／ｈ以上
バケツをひっくり返したような豪雨、
危険箇所は避難準備。
危険と思ったら自主避難を！
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2012年7月12日の雨量（１時間ごとの値）（気象庁データより）

０時～午前８時
までの降雨量

251㍉

に
「
災
害
対
策
本
部
」
に
切
り
替
え

て
、
関
係
機
関
と
共
に
警
戒
に
あ
た

り
ま
し
た
が
、
市
内
各
地
の
被
災
状

況
が
時
間
と
と
も
に
明
ら
か
に
な
る

に
つ
れ
、今
回
の
災
害
の〝
凄
ま
じ
さ
〟

が
明
ら
か
に
な
っ
て
い
き
ま
し
た
。

　

竹
田
市
災
害
対
策
本
部
は
日
用
品

の
配
布
、炊
き
出
し
、給
水
、災
害
状

況
の
調
査
、
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
の
早
期

復
旧
等
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

15
日
に
は
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン

タ
ー
を
立
ち
上
げ
、
県
内
外
か
ら
多

数
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
様
に
ご
協

力
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
も
１
日
も
早
い
災
害
復

旧
に
全
力
で
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。
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もう試練はいらない。

玉来川が氾濫し、浸水の被害が発生した
竹田市文化会館周辺（拝田原）橋のたもとが崩壊した魚住橋

橋が決壊した尾戸牟礼水源地付近

玉来川

竹田市文化会館

竹田市中央公民館

竹田市体育センター

国道57号線

濁流

濁流

濁流

濁流

濁流

濁流

山手方面へ

　山間部に津波が発生したかのような、「これまでに経験したことのないような大雨」（気象庁）による急激な増水
が玉来川に流れ込みました。22年前の「平成２年災」に匹敵する程の濁流の爪痕を航空写真でご覧ください。

JR豊肥本線
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一刻
も
早
い「
玉
来
ダ
ム
」の
完
成
を
要
望

濁
流

玉来ダム建設予定地

↑「過去の苦い経験を生かしながら、竹田市民が一枚岩となって復旧に
　頑張っていますので、支援の手を差し伸べていただきたい」と首藤市長

一時、孤立を余儀なくされた地域から300㍍程川上が「玉来ダム建設予定地」。
濁流は蛇行の多い玉来川流域では水田等に深い爪痕を残した。（玉来川流域・川床付近）

今回の水害で
孤立した地域

下田・岩瀬付近

漆迫付近

向山田付近

　
７
月
14
日
、
今
回
の
大
雨
に
よ
る
被

害
状
況
を
把
握
す
る
た
め
、
政
府
調
査

団
が
10
時
前
に
竹
田
入
り
し
、
市
本
庁

舎
を
訪
れ
ま
し
た
。
政
府
調
査
団
は
中

川
正
春
内
閣
府
特
命
（
防
災
）
担
当
大

臣
を
は
じ
め
と
す
る
内
閣
府
や
消
防
庁

と
い
っ
た
関
係
省
庁
の
職
員
計
23
人
で

す
。

　

中
川
大
臣
は
冒
頭
に
「
国
が
で
き
る

限
り
の
支
援
を
し
て
い
く
体
制
を
作
っ

て
い
き
た
い
。
市
、
県
、
国
が
一
丸
と

な
っ
て
こ
の
対
策
に
向
か
っ
て
取
り
組

み
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
」
と
挨
拶
を

し
ま
し
た
。

　

続
い
て
、
首
藤
市
長
は
、
そ
の
調
整

機
能
が
働
き
、
被
害
を
ほ
と
ん
ど
出
さ

な
か
っ
た
『
稲
葉
ダ
ム
』
の
あ
る
稲
葉

川
水
系
と
、
対
照
的
に
22
年
経
っ
た
今

も
完
成
に
至
っ
て
い
な
い
玉
来
川
水
系

の
被
災
状
況
を
例
に
挙
げ
な
が
ら
説
明

し
、『
激
甚
災
害
の
指
定
を
し
て
ほ
し

い
』、『
玉
来
ダ
ム
の
１
日
も
早
い
完
成

を
望
む
』、『
国
道
５
０
２
号
線
・
Ｊ
Ｒ

豊
肥
本
線
の
早
急
な
復
旧
』
等
を
強
く

訴
え
ま
し
た
。

　

説
明
会
の
後
、
中
川
大
臣
は
被
災
地

と
な
っ
た
山
手
地
区
か
ら
拝
田
原
地
区

の
現
場
を
視
察
し
ま
し
た
。

扌
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悲
劇
に
襲
わ
れ
た
南
河
内
自
治
会
が
再
び
立
ち
上
が
る
！

「
川
か
ら
這
い
上
が
っ
た
牛
が

　
〝
や
め
る
な
〟と
言
っ
て
い
る
」

　

今
回
の
集
中
豪
雨
災
害
に
お
い
て
、
最
大
規

模
の
被
災
地
の
ひ
と
つ
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
荻

地
区
南
河
内
自
治
会
。
未
だ
か
つ
て
こ
れ
程
ま

で
ひ
ど
い
災
害
は
な
か
っ
た
と
、
自
治
会
の
誰

も
が
そ
う
口
に
し
て
い
ま
す
。

　

12
日
午
前
４
時
、
一
寸
先
が
見
え
な
い
程
降

り
し
き
る
雨
の
中
、
畜
産
業
を
営
む
後
藤
昭
一

さ
ん
（
南
河
内
・
75
歳
）
は
自
宅
か
ら
軽
４
ト

ラ
ッ
ク
で
畜
舎
に
向
い
ま
し
た
。

　

牛
に
あ
ら
ま
し
エ
サ
を
や
り
、
川
の
水
位
を

何
度
も
見
に
行
き
ま
し
た
。
増
水
は
明
ら
か
。

す
で
に
河
川
の
天
端
を
超
え
、
そ
の
上
に
１
㍍

の
盛
り
土
が
あ
り
ま
す
が
、
そ
こ
ま
で
達
し
よ

う
と
し
て
い
ま
し
た
。
後
藤
さ
ん
は
、
断
腸
の

思
い
で
畜
舎
か
ら
引
き
揚
げ
ま
し
た
。

　

ま
る
で
地
震
の
よ
う
な
轟
音
が
響
く
。
岩
と

岩
が
ぶ
つ
か
り
合
っ
て
流
れ
る
音
。
道
が
、
橋

が
、
水
田
が
目
の
前
で
次
々
と
崩
え
て
い
く
。

尋
常
で
な
い
恐
ろ
し
い
光
景
。
そ
し
て
、
畜
舎

が
濁
流
に
呑
ま
れ
て
…
。

　
「
自
然
の
災
害
な
の
で
言
い
よ
う
が
ね
ん
よ
。

被
害
が
大
き
す
ぎ
て
、
泣
く
に
泣
け
な
い
。
45

年
間
、『
牛
』
で
メ
シ
を
食
っ
て
い
る
の
で
、
牛

が
か
わ
い
そ
う
な
ん
よ
。
そ
れ
が
一
番
せ
ち
ぃ

ん
や
。
金
と
か
や
ね
え
ん
や
。
命
が
な
あ
…
」

　

言
葉
を
詰
ま
ら
せ
、
溢
れ
る
も
の
を
抑
え
な

が
ら
、
後
藤
さ
ん
は
そ
の
胸
の
う
ち
を
語
っ
て

く
れ
ま
し
た
。

　

飼
牛
32
頭
う
ち
30
頭
が
流
さ
れ
、
後
日
７
頭

が
川
か
ら
這
い
上
が
っ
て
き
ま
し
た
。
こ
れ
だ

け
の
数
の
牛
を
流
さ
れ
た
ら
気
持
ち
が
折
れ
て

し
ま
う
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
後
藤
さ
ん
は
次

の
よ
う
に
話
し
て
い
ま
す
。

　
「
牛
は
や
め
ん
よ
。
俺
が
元
気
を
持
っ
て
や

ら
ん
と
み
ん
な
が
元
気
に
な
ら
ん
。
助
か
っ
た

牛
が
『
や
め
る
な
』
と
言
っ
て
い
る
」

　

後
藤
さ
ん
の
心
意
気
に
端
を
発
す
る
か
の
よ

う
に
、
１
日
も
早
い
復
旧
を
目
指
し
、
地
域
は

動
き
始
め
て
い
ま
す
。

↑市内の被災箇所や避難所を訪問する首藤市長

↑被害の現地調査に訪れた森本哲生農林
　水産大臣政務官

　　　　　　　　　　　　　　→
「気持ちは口じゃ言い表わされん

わな。瞬間的なものやきな」と話
す後藤さん

←被災した南河内地区。河川沿いの地形が
　変わったことがわかる。
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南
河
内
地
区
で
は
平
成
２
年
７
月
「
豊
肥

大
水
害
」
に
続
い
て
、
平
成
17
年
に
も
尊
い

人
命
が
奪
わ
れ
る
土
砂
災
害
が
発
生
。
そ
の

悲
し
み
を
乗
り
越
え
、
地
域
復
興
と
鎮
魂
の

祈
り
も
込
め
て
、
ほ
た
る
の
住
め
る
里
づ
く

り
の
環
境
啓
発
を
促
進
し
て
き
ま
し
た
。

　

平
成
22
年
４
月
に
は
、
日
本
一
の
桜
街
道

を
め
ざ
そ
う
と
１
３
０
０
本
の
桜
の
苗
木
を

植
栽
し
ま
し
た
。
こ
の
地
域
に
住
む
み
な
さ

ん
は
、
咲
き
誇
る
満
開
の
桜
街
道
を
夢
見
て

い
ま
し
た
が
、
今
回
の
大
水
害
は
こ
の
『
夢
』

と
と
も
に
押
し
流
し
て
し
ま
っ
た
の
で
す
。

　

避
難
所
で
南
河
内
自
治
会
の
方
々
は
、
不

安
な
１
週
間
を
過
ご
さ
れ
た
こ
と
で
し
ょ
う
。

　

と
こ
ろ
が
、
災
害
発
生
か
ら
９
日
目
。
避

難
勧
告
が
解
除
さ
れ
て
、
自
宅
に
戻
れ
る
こ

と
に
な
っ
た
矢
先
の
こ
と
で
す
。
ま
だ
自
宅

周
辺
の
整
理
も
ま
ま
な
ら
な
い
こ
の
時
期
に
、

避
難
所
で
各
団
体
の
世
話
に
な
っ
た
こ
と
の

お
礼
が
し
た
い
と
し
て
、
荻
公
民
館
周
辺
の

庭
木
剪
定
や
草
刈
作
業
を
買
っ
て
出
る
と
い

う
申
出
が
あ
っ
た
の
で
す
。

　

７
月
21
日
の
早
朝
、
ど
し
ゃ
降
り
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
加
藤
一
幸
自
治
会
長
を
含
め
た

有
志
６
名
の
み
な
さ
ん
が
公
民
館
に
集
ま
り
、

松
の
木
等
の
剪
定
作
業
に
取
り
か
か
り
ま
し

た
。
ど
う
し
て
も
早
い
時
期
に
し
て
お
き
た

か
っ
た
と
い
う
の
で
す
。

　
「
自
治
会
の
み
ん
な
〝
感
謝
の
気
持
ち
〟
を

持
っ
て
い
ま
す
。
何
か
で
き
る
こ
と
で
お
返

し
を
し
よ
う
と
思
っ
て
、
避
難
を
し
て
い
る

時
に
み
ん
な
で
計
画
を
立
て
ま
し
た
」

　

南
河
内
自
治
会
の
方
々
の
熱
い
〝
心
遣
い
〟

は
、
必
ず
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
再
生
へ
と
導
い

て
く
れ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

南
河
内
の
み
な
さ
ん
が
恩
返
し

国
土
交
通
省
Ｔテ
ッ
ク

Ｅ
Ｃ-

Ｆフ

ォ

ー

ス

Ｏ
Ｒ
Ｃ
Ｅ

に
よ
る
被
災
状
況
の
調
査
・
報
告

　
「
大
規
模
災
害
時
の
応
援
に
関
す
る
協
定
」

に
基
づ
き
、
竹
田
市
で
は
今
回
の
集
中
豪
雨
に

よ
る
被
害
調
査
を
国
土
交
通
省
九
州
地
方
整
備

局
に
要
請
し
て
い
ま
し
た
。

　

国
土
交
通
省
緊
急
災
害
派
遣
隊
〔
Ｔ
Ｅ
Ｃ-

Ｆ
Ｏ
Ｒ
Ｃ
Ｅ
〕・
竹
田
隊
（
秀
徳
典
穂
隊
長
・

６
名
）
は
７
月
14
日
に
現
地
入
り
。
20
日
、
首

藤
市
長
の
も
と
へ
調
査
報
告
に
訪
れ
ま
し
た
。

調
査
個
所
（
10
か
所
）
は
次
の
と
お
り
。

　

的
確
な
復
旧
方
法
や
専
門
的
ア
ド
バ
イ
ス

等
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。（
ま
た
「
航
空
写
真
」

の
提
供
に
も
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
）
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

↑「この松だって、我 （々まち）の財産。当たり前の
　ことをしているだけです」と話す有志のみなさん

これからも大事な市民の足
　コミュニティバスの運行再開
　この度の水害により市内を運行するコミュニ
ティバスが運休し、利用者の皆さまには多大な
ご迷惑をお掛けいたしました。
　運行を委託している大野竹田バス竹田営業所
も社屋の浸水や車両８台が水没など甚大な被害
を受けましたが、地域の大切な移動手段を１日
も早く再開させようと全社員を挙げての懸命な
復旧作業の結果、早期に運行を再開させること
ができました。
　また、水害発生時に竹田市が車両を貸与して
宮砥・嫗岳地区を運行している竹田ミニバスの
ワゴン車両３台を社員の方が危険を顧みず、自
社車両よりも早く避難させ車両への被害を最小
限に抑えていただきました。代替のできない車
両が水没していれば、ミニバスは長期間運休し
ていたことと思われます。早期の運行再開並び
に車両の避難に対しまして改めてお礼申し上げ
ます。

避難者に「愛の炊き出し」
　災害発生以降、市内各地域では食関連のグ
ループや団体や個人のみなさんがボランティア
で避難者に炊き出しをしていただきました。食
事に偏りがないように、栄養バランスの取れる
メニューを工夫していただいているそうです。
ご協力いただきありがとうございました。

↑
温
か
い
食
事
を
届
け
よ
う
と
腕
を
振
る

　
う
市
内
外
か
ら
集
ま
っ
た
有
志
の
み
な

　

さ
ん
。　
食
材
は
市
内
の
多
く
の
団
体

　
か
ら
提
供
を
い
た
だ
い
た
そ
う
で
す
。

①
市
道
陽
目
谷
線
、
②
市
道
穴
井
迫
荻
線
（
薊
菜
地

区
上
流
）、
③
市
道
穴
井
迫
荻
線
（
薊
菜
地
区
）、
④
稲

荷
橋
（
玉
来
川
）、⑤
市
道
山
下
魚
住
線
（
上
角
地
区
）、

⑥
市
道
山
下
魚
住
線
（
鬼
ヶ
城
地
区
）、⑦
高
尾
橋
（
米

山
川
）、
⑧
熊
川
橋
（
田
町
川
）、
⑨
市
道
平
原
線
（
平

原
地
区
下
流
）、
⑩
市
道
平
原
線
（
平
原
地
区
上
流
）

↑被災調査報告をする緊急災害派遣隊のみなさん
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7
月
12
日
深
夜
か
ら
早
朝
に
か
け
て
降
り
続
け
た
大
雨
に

よ
っ
て
、竹
田
市
は『
山
間
部
に
津
波
が
押
し
寄
せ
た
よ
う
な
』

惨
状
を
呈
し
ま
し
た
。

　

朝
7
時
ま
で
の
3
時
間
に
竹
田
市
観
測
史
上
最
大
の

１
３
０・５
ミ
リ
を
記
録
、
そ
れ
ま
で
に
降
り
続
い
た
雨
に
強

烈
な
追
い
討
ち
が
か
け
ら
れ
て
、
河
川
は
見
る
見
る
増
水
。

そ
の
様
は
ま
さ
に
東
日
本
を
襲
っ
た
津
波
の
高
さ
と
ス
ピ
ー

ド
を
再
現
す
る
よ
う
で
あ
り
ま
し
た
。

　

犠
牲
に
な
ら
れ
た
2
名
の
方
、
そ
し
て
床
上
・
床
下
浸
水

や
道
路
の
崩
壊
な
ど
に
よ
り
避
難
所
生
活
を
余
儀
な
く
さ
れ

た
皆
さ
ん
に
心
か
ら
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

今
回
の
災
害
は
平
成
2
年
を
は
る
か
に
上
回
る
集
中
豪
雨

が
引
き
起
こ
し
た
も
の
で
は
あ
り
ま
す
が
、
何
と
も
悔
や
ま

れ
る
の
は
、
玉
来
ダ
ム
の
工
事
再
検
証
と
さ
れ
た
2
年
間
の

ブ
ラ
ン
ク
の
こ
と
。
平
成
2
年
災
害
を
き
っ
か
け
に
し
て
稲

葉
川
水
系
と
玉
来
川
水
系
の
両
方
に
治
水
ダ
ム
が
必
要
だ

と
い
う
結
論
が
打
ち
出
さ
れ
、
稲
葉
ダ
ム
に
つ
い
て
は
昨
年

秋
に
完
成
。
今
回
の
集
中
豪
雨
に
も
見
事
な
調
整
機
能
を
発

揮
し
た
の
で
あ
り
ま
し
た
が
、
そ
の
一
方
で
玉
来
川
水
系
は

『
木
っ
端
微
塵
』
に
打
ち
砕
か
れ
た
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
あ

り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

玉
来
川
ダ
ム
建
設
推
進
に
中
心
と
な
っ
て
取
り
組
ん
で
こ

ら
れ
た
足
立
今
朝
年
さ
ん
は
、
今
年
81
歳
に
な
ら
れ
ま
す
が
、

不
自
由
な
体
に
鞭
打
っ
て
福
岡
の
地
方
機
関
や
東
京
の
本
庁

に
も
幾
度
足
を
運
ば
れ
た
こ
と
か
。「
平
成
2
年
災
害
の
恐

怖
で
今
も
夜
も
眠
れ
ぬ
思
い
が
し
て
お
り
ま
す
。
あ
れ
が
真

夜
中
の
で
き
ご
と
で
あ
っ
た
な
ら
、
ど
れ
だ
け
の
犠
牲
者
が

出
た
こ
と
か
」
と
訴
え
続
け
て
き
た
足
立
さ
ん
。
一
日
も
早

い
ダ
ム
建
設
を
懇
願
す
る
必
死
の
姿
に
同
行
者
も
胸
熱
く
な

る
こ
と
が
た
び
た
び
で
あ
り
ま
し
た
。

　
『
無
責
任
に
再
検
証
を
強
制
し
た
者
た
ち
よ
。
現
場
の
恐

怖
を
自
ら
体
験
す
る
が
よ
い
。
国
民
の
生
命
財
産
を
守
る
こ

と
を
第
一
義
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
使
命
を
忘
れ
た
罪
は

重
い
』
大
き
く
口
を
開
け
た
断
崖
絶
壁
か
ら
そ
ん
な
声
が
聞

こ
え
て
く
る
よ
う
で
あ
り
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　

☆

　

さ
て
、
い
ま
私
た
ち
は
『
災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
と
同

時
に
、
災
害
に
負
け
な
い
ま
ち
づ
く
り
』
を
進
め
て
い
か
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

単
な
る
復
旧
で
は
な
く
、
輝
か
し
い
再
ス
タ
ー
ト
が
切
れ

る
復
興
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
私
は
決
意
を
新
た
に
し
て

い
ま
す
。
ビ
ル
ド
・
バ
ッ
ク
・
ベ
タ
ー
で
あ
り
ま
す
。
つ
ま
り
、

未
来
に
夢
を
授
け
ら
れ
る
創
造
的
復
興
を
目
指
そ
う
と
す
る

も
の
で
す
。
日
本
流
に
言
え
ば
、『
災
い
転
じ
て
福
と
な
す
』

で
す
。
残
念
・
無
念
な
気
持
ち
を
す
ぐ
に
忘
れ
る
こ
と
は
で

き
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
そ
の
こ
と
を
き
っ
か
け
に
し
て
生
み

出
せ
る
可
能
性
に
か
け
て
み
よ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

　

今
回
の
竹
田
市
の
被
災
に
対
し
て
、
県
内
各
地
域
か
ら
、

ま
た
仙
台
市
な
ど
県
外
の
友
人
た
ち
か
ら
、
そ
し
て
ド
イ
ツ

を
は
じ
め
海
外
か
ら
も
心
温
ま
る
支
援
や
激
励
が
届
け
ら
れ

て
い
ま
す
。
日
頃
か
ら
市
民
同
士
が
絆
を
大
切
に
し
て
き
た

証
し
で
し
ょ
う
。

　

多
く
の
皆
さ
ん
の
期
待
に
応
え
る
た
め
に
も
、
そ
し
て
何

よ
り
地
域
の
未
来
に
夢
を
授
け
る
た
め
に
も
心
を
一
つ
に
し

て
立
ち
上
が
り
ま
し
ょ
う
。

　
『
ど
ん
な
こ
と
が
起
き
る
か
わ
か
ら
な
い
』
と
い
う
不
確
実

性
に
耐
え
ら
れ
る
理
念
と
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
（
や
る
気
）
こ

そ
が
、
い
ま
竹
田
市
民
に
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

有由有縁（ゆうゆゆうえん）
　文豪川端康成が晩年、よく揮毫
したのが『有由有縁』。人との出
会いや物事との接点が生まれるの
は、偶然ではなく、それなりの理
由が働くからであるという意味
　昭和27年、取材旅行を兼ね、友
人高田力蔵の案内で竹田市を訪れ、
竹田高校で講演した川端との縁は、
まさに目には見えない力だけれど、
神の配剤としか思えない。

竹田市のホームページ「こんにちは市長です」〔URL〕http://www.city.taketa.oita.jp/mayor/

ビ
ル
ド・バ
ッ
ク・ベ
タ
ー　［
災わ

ざ
わ

い
転て

ん

じ
て
福ふ

く

と
な
せ
］

←視察に訪れた中川正春
　防災担当大臣とともに
　記者会見を受ける

こ
の
憎
き
雨
の
日
を
忘
れ
な
い

　
～
３
本
目
の
『
悪
魔
の
水
』
～

　

平
成
22
年
11
月
７
日
、
首
藤
市
長

は
市
内
の
あ
る
ご
婦
人
か
ら
託
さ
れ

た
ビ
ン
を
持
参
し
、
稲
葉
ダ
ム
の
完

成
を
祝
う
ス
ピ
ー
チ
を
し
ま
し
た
。

　
こ
の
ビ
ン
に
納
め
ら
れ
た
『
雨
水
』

は
、
昭
和
と
平
成
の
あ
の
忌
ま
わ
し

き
７
月
に
集
中
豪
雨
と
し
て
長
期

間
に
わ
た
り
、
私
た
ち
を
苦
し
め
た

『
悪
魔
の
水
』、「
二
度
と
こ
の
よ
う

な
惨
事
が
起
き
な
い
よ
う
に
」
と
の

願
い
を
込
め
た
メ
ッ
セ
ー
ジ
も
添
え

ら
れ
、
当
時
の
苦
し
さ
が
、
い
わ
ば

悲
し
み
の
涙
と
な
っ
て
納
め
ら
れ
て

い
る
も
の
で
し
た
。

　

平
成
24
年
７
月
12
日
。
残
念
な

が
ら
故
郷
の
大
地
に
甚
大
な
被
害
を

加
え
、
尊
い
人
命
や
貴
重
な
財
産
を

失
う
惨
状
が
三み

度た
び

繰
り
返
さ
れ
て
し

ま
い
ま
し
た
。

　

災
害
に
強
い
安
全
な
ま
ち
づ
く
り

に
と
っ
て
、
玉
来
ダ
ム
の
完
成
は
不

可
欠
で
す
。
こ
の
日
を
絶
対
に
忘
れ

な
い
と
い
う
教
訓
の
た
め
、
３
本
目

も
市
長
室
に
置
か
せ
て
い
た
だ
い
て

い
ま
す
。

↑今回の３本目のビンが、最後の『悪魔の
　水』となるように心より願っています。
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災
害
現
場
の
復
旧
作
業
に
い
ち
早
く
駆
け
つ
け
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
チ
ー
ム
が
い
た

生き活き興起雇用創出大作戦！（厚生労働省委託事業）
事業残期間はあと１年８か月！
チャンスの扉はあなた自身で開けましょう

　今回は環境・エネルギー分野の取り組みをご紹介します。
　平成 22 年に示された竹田市バイオマスタウン構想を基
に比較的取り組み易い事業として① BDF（廃食用油）の活
用②竹資源の活用③森林バイオマスの活用④新エネルギー
（小水力発電）などの人材育成セミナーを開催中です。
　平成 23 年度はそれぞれ基礎知識や先進事例等を学び
ながら竹田市での可能性を検討してきましたが、今年度は
さらに具体的な仕組づくりと実証・実践を行い事業性や採
算性などを探ってまいります。
① BDF（廃食油）活用ではディーゼルエンジンの燃料だけで
　はなく商品価値の高いローソクや石鹸づくりにも挑戦します。
②木質バイオマスの活用では、下図のように上流・中流・
　下流部分の具体的な取り組みに着手します。
③竹資源の活用も下図のように中流部分の設置により、堆

　肥や飼料など用途が拡がります。
④小水力発電については電力の固定買取制度により、土地
　改良区などが事業として取り組むための具体的検討が可
　能となりました。
⑤省エネ、節電が日常的に求められるようになり、その対
　策や啓発活動が展開されていますが事業所や一般家庭
　の省エネ診断や、具体的対処法をアドバイス出来る省エ
　ネアドバイザー（仮称）を養成するセミナーを開催します。
　いずれも、専門家による複数開催で知識や技術の習得
を行い、竹田ならではの雇用や起業を目指します。最初は
個人やグループによる副業的なスタートでも、別に開催す
る起業家支援セミナーなどにより、継続的経営や事業拡大
に必要なノウハウを学ぶ事ができます。
＊健康づくり、地域福祉・介護分野でも引き続きセミナー
　を開催いたします。

　８月のセミナー開催に関しましては、応募チラシをご覧
ください。

○市民ならどなたでも参加できますが、人数の制限があり
　ますのでお申し込みはお早めに。
　（竹田市経済活性化促進協議会　☎ 62-2122）

生き活き
興
起

ネ
ッ
ト
を
活
用
し
た
ボ
ラ
ン
ティ
ア
活
動

前
回
の
災
害
時
に
な
か
っ
た
も
の
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
活
用
。

「
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
」
等
を
活
用
し
、
迅
速
な
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

を
独
自
に
行
っ
た
多
く
の
方
々
の
中
で
、
そ
の
一
例
を
紹
介
す
る
。

　

12
日
の
早
朝
、
看
板
デ
ザ
イ
ン
等
の
自
営
業

を
営
む
（
本
業
は
書
家
）
草
刈
淳
さ
ん
（
45
歳・

茶
屋
の
辻
）
は
一
報
を
耳
に
す
る
と
、
居
て
も

た
っ
て
も
い
ら
れ
ず
、
濁
流
の
迫
る
現
場
に
足

を
運
ん
だ
。
冠
水
し
た
道
路
、
横
転
し
た
車
、

浸
水
し
た
知
人
の
家
…
。
惨
状
を
目
の
当
た
り

に
し
て
、
何
と
か
し
な
く
て
は
と
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
（
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
を
活
用
）
で
す
ぐ

に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
加
勢
を
し
て
く
れ
る
人
や

必
要
な
物
資
等
を
呼
び
か
け
た
。

　

ふ
た
を
開
け
て
み
れ
ば
、「
手
段
」
や
「
道

具
」、「
人
手
」
…
あ
ら
ゆ
る
も
の
が
予
想
以
上

に
集
ま
り
、
効
果
は
て
き
面
だ
っ
た
。

　

行
動
範
囲
は
、
見
え
る
大
き
な
場
所
に
は
支

援
の
手
も
早
く
届
く
が
、
見
え
づ
ら
い
小
さ
な

場
所
は
遅
く
な
っ
て
し
ま
う
。
山
間
に
住
む
地

域
に
ひ
と
り
暮
ら
し
の
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
が
居
た

な
と
思
い
出
し
て
、
ピ
ン
ポ
イ
ン
ト
で
駆
け
つ

け
た
り
し
た
と
い
う
。

　

若
い
人
は
ネ
ッ
ト
を
身
近
に
操
る
反
面
、実
生

活
で
は「
何
か
し
た
い
け
ど
何
を
し
て
い
い
か
わ

か
ら
な
い
」と
い
う
人
が
た
く
さ
ん
い
て
、ま
だ

見
ぬ
人
も
同
じ
目
的
で
ひ
と
つ
に
な
れ
る
。
草

刈
さ
ん
は
、「
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
」が
彼
ら
の
そ
の

気
持
ち
を
必
要
な
場
所
に
つ
な
げ
る
こ
と
の
で

き
る
効
果
的
な
ツ
ー
ル
だ
と
実
感
し
た
と
い
う
。

　
「
竹
田
の
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
に
何
か
で
き

る
こ
と
は
な
い
か
、
ず
っ
と
考
え
て
い
る
。
災

害
の
復
旧
を
早
く
や
っ
て
し
ま
わ
な
け
れ
ば
、

せ
っ
か
く
動
き
始
め
て
い
る
〝
町
づ
く
り
〟
が

後
退
し
て
し
ま
う
か
ら
ね
」

　

心
の
芯
に
あ
る
の
は
、生
ま
れ
育
っ
た
故
郷・

竹
田
へ
の
恩
返
し
に
違
い
な
い
。

　

草
刈
さ
ん
率
い
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
作
業
集
団

は
い
つ
し
か
、『
チ
ー
ム
草
刈
』
と
呼
ば
れ
る

よ
う
に
な
っ
て
い
た
。「
竹
田
の
た
め
に
何
か

を
し
た
い
」
と
い
う
、
未
知
数
の
個
人
の
「
意

思
」
を
つ
な
ぎ
、
か
け
が
え
の
な
い
「
絆
」
を

生
み
続
け
て
い
る
。
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保健
だより
保健
だより
健
康 一 直

線

健康情報

　

竹
田
市
で
は
保
健
師
や
管
理
栄
養

士
、
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
等
関
係
機

関
の
ス
タ
ッ
フ
と
と
も
に
、
避
難
さ

れ
た
方
や
孤
立
さ
れ
た
地
区
の
方
、

要
介
護
状
態
の
方
、
要
援
護
者
台
帳

に
登
録
さ
れ
て
い
る
方
、
そ
し
て
乳

幼
児
等
を
対
象
に
、
巡
回
訪
問
や
電

話
で
健
康
状
態
の
チ
ェ
ッ
ク
を
行
い

ま
し
た
。

　

ス
タ
ッ
フ
に
は
、
昨
年
震
災
を
受

け
た
音
楽
姉
妹
都
市
仙
台
市
か
ら
も

保
健
師
２
名
、
事
務
職
１
名
の
職
員

や
豊
肥
保
健
所
保
健
師
等
も
駆
け
つ

け
、
心
強
い
支
援
を
し
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　

土
砂
崩
れ
に
よ
る
孤
立
状
態
に

あ
っ
た
地
区
の
避
難
生
活
が
よ
う
や

く
解
消
さ
れ
、
高
齢
者
の
住
む
住
宅

を
訪
問
し
ま
し
た
。
断
水
状
態
が
ま

だ
続
い
て
い
る
中
で
し
た
が
、
災
害

時
の
心
細
か
っ
た
こ
と
や
抱
え
て
い

る
持
病
の
症
状
な
ど
を
話
し
て
く
れ

ま
し
た
。

　

ま
た
、
ひ
と
り
暮
ら
し
の
方
の
家

に
は
車
で
行
け
ず
、
歩
い
て
伺
い
ま

し
た
が
、「
保
健
師
さ
ん
の
顔
を
見

れ
て
嬉
し
い
わ
ぁ
」
と
、
元
気
な
様

子
で
喜
ん
で
い
た
だ
き
、
保
健
師
も

本
当
に
励
み
に
な
り
ま
し
た
。
そ
の

反
面
、
大
切
な
物
を
失
っ
た
悲
し
み

や
ど
う
し
て
こ
ん
な
目
に
合
わ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
の
か
と
言
う
怒
り
、

こ
の
先
に
希
望
が
持
て
な
い
不
安
や

疲
労
、
喪
失
感
か
ら
無
気
力
に
な
っ

て
い
る
人
な
ど
も
見
ら
れ
、
周
り
か

ら
の
『
声
か
け
』
や
『
見
守
り
』
が

必
要
な
方
も
い
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
幾
度
と
な
い
被
災
に
も

か
か
わ
ら
ず
、「
何
と
か
せ
な
仕
方

ね
ぇ
じ
ゃ
ね
ぇ
な
」
と
、
前
向
き
で
、

こ
ち
ら
が
元
気
づ
け
ら
れ
る
こ
と
も

し
ば
し
ば
で
し
た
。

　

大
災
害
に
遭
っ
た
後
に
は
、
こ
こ

ろ
と
体
に
い
ろ
い
ろ
な
変
化
が
起
こ

り
ま
す
。
突
然
の
災
害
に
よ
る
身
体

の
不
調
は
、
誰
に
で
も
起
こ
り
う
る

も
の
で
す
。
し
ば
ら
く
続
く
こ
と
も

あ
り
ま
す
が
、
通
常
は
自
然
に
回
復

し
て
い
き
ま
す
。

災
害
後
の
健
康
回
復

　「
あ
せ
ら
な
い
で
ね
」

今
回
の
集
中
豪
雨
に
よ
る
大
災
害
で
、
市
内
で
は
多
く
の
方
が
被
災
を
さ
れ
、
特
に
過
酷
な
避
難
生
活

を
強
い
ら
れ
る
高
齢
者
の
方
も
い
ま
し
た
。
今
月
号
で
は
、
災
害
後
の
健
康
管
理
を
考
え
ま
す
。

災
害
で「
病
気
」を
つ
く
ら
な
い
た
め
に

こ
れ
か
ら
が
要
注
意

　
「
生
活
不
活
発
病
」
と
は
生
活
の

中
で
体
を
動
か
さ
な
く
な
る
こ
と

で
、
心
や
体
の
機
能
が
低
下
し
、
動

け
な
く
な
る
こ
と
で
す
。

　

仙
台
市
で
は
、
東
日
本
大
震
災
で

被
災
し
た
65
歳
以
上
の
人
の
２
割
が

新
た
に
歩
行
困
難
に
な
り
、
10
か
月

後
で
も
多
く
の
人
が
回
復
し
な
か
っ

た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

災
害
後
、
生
活
が
変
わ
っ
た
こ
と

が
き
っ
か
け
で
体
を
動
か
さ
な
く
な

る
だ
け
で
な
く
、「
生
活
不
活
発
病
」

は
今
か
ら
の
時
期
が
要
注
意
で
す
。

↑孤立を余儀なくされた高齢者宅を訪問し、健康チェック。表情に笑顔が戻りつつある

↑仙台市から支援活動に駆けつけた保健師
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　な
る
ほ
ど
栄
養
！

health information

燃
え
尽
き
症
候
群
？

　

災
害
発
生
の
後
は
復
旧
活
動
等
で

長
期
間
心
も
体
も
張
り
つ
め
た
状
態

で
す
。
そ
の
復
興
活
動
が
ひ
と
段
落

す
る
と
反
動
で「
燃
え
尽
き
症
候
群
」

に
な
り
、
物
事
へ
の
意
欲
が
急
に
低

下
し
て
し
ま
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

動
く
意
欲
も
な
く
な
る
こ
と
で
動
か

な
く
な
り
、「
生
活
不
活
発
病
」
に

な
る
人
も
多
く
い
ま
す
。

保
健
師
に
相
談
し
て
！

　

今
回
の
災
害
で
多
く
の
人
が
復
旧

活
動
に
力
が
注
が
れ
、
健
康
は
二
の

次
に
な
っ
て
い
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

　

し
か
し
、
気
づ
か
な
い
う
ち
に
健

康
を
害
し
て
い
る
場
合
も
あ
り
ま

す
。
特
に
、「
生
活
不
活
発
病
」
は

防
げ
る
病
気
で
す
。
健
康
に
つ
い
て

後
に
な
っ
て
後
悔
す
る
こ
と
が
な
い

よ
う
、
自
ら
病
気
を
つ
く
ら
な
い
よ

う
に
今
一
度
自
分
の
健
康
状
態
を
見

つ
め
な
お
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
一
人
で
は
解
決
で
き
な
い

こ
と
も
、
周
囲
の
手
を
借
り
れ
ば
解

決
で
き
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

　

市
に
は
保
健
師
や
管
理
栄
養
士
も

い
ま
す
。
健
康
に
つ
い
て
、
気
に
な

る
こ
と
や
相
談
し
た
い
こ
と
が
あ
れ

ば
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

こ
れ
か
ら
ま
だ
ま
だ
暑
く
な
り
ま

す
。
市
民
の
み
な
さ
ん
、
復
旧
活
動

を
さ
れ
て
い
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆

さ
ん
、
熱
中
症
や
食
中
毒
に
も
十
分

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

【
お
問
い
合
せ
・
相
談
窓
口
】

竹
田
市
健
康
増
進
課

　
☎
６
３-

４
８
１
０

荻
支
所
い
き
い
き
市
民
課

　
☎
６
８-

２
２
１
０

久
住
支
所
い
き
い
き
市
民
課

　
☎
７
６-

１
１
１
１

直
入
支
所
い
き
い
き
市
民
課

　
☎
７
５-

２
１
４
２

竹
田
市
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　
☎
６
４-

０
３
１
０

竹
田
市
福
祉
事
務
所

　
☎
６
３-

４
８
１
１

↑避難所の子どもたちの健康をチェックす
　る是松先生

こ
ど
も
診
療
所
は
８
月
10
日
に
再
開
！

　
九
州
北
部
豪
雨
は
、
竹
田
市
に
大

き
な
被
害
を
与
え
ま
し
た
。
み
な
さ

ん
災
害
の
片
付
け
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

な
ど
で
お
疲
れ
と
思
い
ま
す
。

　「
今
は
倒
れ
ら
れ
な
い
！
」
と

思
う
か
ら
こ
そ
、
し
っ
か
り
食
事

と
睡
眠
を
と
り
、
健
康
に
は
十
分

ご
注
意
く
だ
さ
い
。



疲
労
回
復
の
食
事

①
良
質
な
た
ん
ぱ
く
質
（
体
を
修

　

復
）

　

肉
、
魚
、
卵
、
大
豆
製
品

②
ビ
タ
ミ
ン
Ｂ
群
（
疲
労
回
復
）

　

豚
肉
、
豆
類
、
き
の
こ
類
、
雑

　
穀

③
ビ
タ
ミ
ン
Ｃ
（
免
疫
強
化
）

　

野
菜
や
果
物

④
ア
リ
シ
ン
（
血
液
サ
ラ
サ
ラ
）

　

タ
マ
ネ
ギ
、に
ん
に
く
、ネ
ギ
類

●
献
立
例

①
麦
ご
は
ん
、
酢
豚
、
ニ
ラ
の
か

　

き
玉
汁
、
青
菜
の
ご
ま
あ
え

②
雑
穀
ご
は
ん
、
ゴ
ー
ヤ
ー
チ
ャ

　

ン
プ
ル
ー
、
き
の
こ
と
豆
腐
の

　

み
そ
汁
、
ひ
じ
き
と
タ
マ
ネ
ギ

　
の
サ
ラ
ダ

③
玄
米
入
り
ご
は
ん
、
豚
肉
入　
　

り
こ
ね
り
、わ
か
め
の
ス
ー
プ
、ト　

マ
ト
と
タ
マ
ネ
ギ
の
に
ん
に
く
ド　

レ
ッ
シ
ン
グ

《
食
欲
を
増
進
さ
せ
る
調
理
の
コ
ツ
》

１
．
酸
味
を
利
か
せ
る

　

酢
の
物
、
酢
豚
、
す
し
な
ど

２
．
だ
し
を
利
か
せ
る

煮
物
や
ス
ー
プ
、
み
そ
汁
な
ど

３
．
香
辛
料
や
香
味
野
菜
を
利

　
用

　

と
う
が
ら
し
、
に
ん
に
く
、
カ

　

レ
ー
粉
、わ
さ
び
、し
ょ
う
が
、

　

み
ょ
う
が
、
ね
ぎ
、
し
そ
の
葉

　

な
ど



衛
生
管
理

①
手
洗
い

　

外
か
ら
帰
っ
て
き
た
と
き
、
ト

　

イ
レ
の
後
、
食
事
の
前
な
ど

　

に
。

②
う
が
い

　

コ
ッ
プ
に
１㎝
の
水
が
あ
れ
ば

　
で
き
る
。
家
に
帰
っ
た
ら
ま
ず

　

う
が
い
。

③
口
の
中
も
清
潔
に
！

　

災
害
時
に
は
お
口
の
手
入

　

れ
が
お
ろ
そ
か
に
な
り
、高

　

齢
者
は
誤
嚥
性
肺
炎
が
増

　

え
る
。
入
れ
歯
を
ご
使
用
の

　

方
は
必
ず
一
度
は
ず
し
て
か

　

ら
う
が
い
を
す
る
こ
と
。

●
お
問
い
合
せ　

竹
田
市
健
康

増
進
課　
☎
６
３-

４
８
１
０

　

竹
田
市
立
こ
ど
も
診
療
所
は
こ

の
た
び
の
豪
雨
災
害
の
被
災
に
よ

り
、
し
ば
ら
く
の
間
休
診
を
し
て

い
ま
し
た
が
、
関
係
各
位
の
ご
協

力
を
も
ち
ま
し
て
、
８
月
10
日
よ

り
再
開
し
ま
す
。
再
開
ま
で
の
当

分
の
間
は
、竹
田
市
役
所
横
竹
田

市
総
合
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
診

察
室
で
臨
時
診
療
所
を
開
設
し
、

相
談
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

　

ご
不
便
を
お
か
け
し
ま
す
が
、

ご
理
解
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
。

〔
相
談
時
間
〕
平
日
月
曜
～
金
曜
・

９
時
～
12
時

●
お
問
い
合
せ　
竹
田
市
健
康
増

進
課　
☎
６
３-

４
８
１
０

■こどもたちの健康を守る
　被災を受けた子どもたちの健康状態を診るた
め、大分大学から是松聖悟．医師と末延聡一医
師が７月 15、16 日の２日間、当市を訪れてく
れました。
　先生方は避難所や子どもたちのいる住宅等を
巡回し、感染症の予防や環境の変化による心身
の不調等についての適切なアドバイスをおくり
ました。
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竹田かわら版
T O W N  T O P I C S

↑準優勝に輝いた「竹田高等学校登山部
　（女子）」（脇雄治郎監督）一宮未晴、　
　國廣愛理、　古嶋　天、吉岡里紗〔敬
　称略〕

　

竹
田
市
に
進
出
を
表
明
し
た
農

業
生
産
法
人
株
式
会
社
ア
イ
ネ
ッ
ト

（
福
岡
県
八
女
市
）
と
竹
田
市
が
７

月
３
日
、
竹
田
市
本
庁
舎
で
協
定
締

結
式
を
行
い
ま
し
た
。

　

ア
イ
ネ
ッ
ト
は
地
元
の
福
岡
県
を

は
じ
め
、
熊
本
、
鹿
児
島
に
進
出
し
、

露
地
野
菜
生
産
・
販
売
な
ど
の
事
業

を
展
開
し
て
き
ま
し
た
。

　

今
回
、
年
間
を
通
し
て
高
原
野
菜

を
出
荷
し
て
ほ
し
い
と
い
う
ニ
ー
ズ

に
応
え
、
竹
田
市
へ
の
進
出
を
表
明

し
ま
し
た
。

　

農
業
事
業
の
経
験
や
ノ
ウ
ハ
ウ
の

蓄
積
を
生
か
し
、
さ
ら
な
る
発
展
を

期
待
し
て
い
ま
す
。

九
州
高
校
登
山

竹
高
女
子
健
闘
の
２
位

　
７
月
６
日
～
９
日
の
４
日
間
、
く

じ
ゅ
う
山
系
を
舞
台
に
「
平
成
24
年

度
全
九
州
高
等
学
校
体
育
大
会
第

55
回
全
九
州
高
等
学
校
登
山
競
技
大

会
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

九
州
各
県
か
ら
男
子
14
チ
ー
ム
、

女
子
６
チ
ー
ム
（
総
勢
１
０
０
名
）

が
参
加
し
、
竹
田
高
校
山
岳
部
は
女

子
の
部
で
準
優
勝
に
輝
き
ま
し
た
。

◇
平
成
25
年
度
全
国
高
等
学
校
総

合
体
育
大
会
第
57
回
全
国
高
等
学
校

登
山
大
会
の
お
知
ら
せ

　

平
成
25
年
８
月
２
日
㈮
～
６
日
㈫

の
日
程
で
平
成
25
年
度
全
国
高
等
学

校
総
合
体
育
大
会（
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
）

の
登
山
大
会
が
く
じ
ゅ
う
山
系
で
開

催
さ
れ
ま
す
。
竹
田
市
で
は
関
係
組

織
等
の
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、
７
月

３
日
に
竹
田
市
実
行
委
員
会
（
事
務

局
：
生
涯
学
習
課
）を
設
立
、来
年

の
開
催
に
向
け
て
準
備
を
進
め
て
い

ま
す
。

　

広
瀬
淡
窓
を
家
元
と
す
る
「
淡
窓

流
詩
吟
」
に
源
を
発
し
、
竹
田
市
に

縁
の
深
い
深
田
光
霊
先
生
に
よ
っ
て

大
成
さ
れ
た
「
淡
窓
伝
光
霊
流
」
の

活
動
拠
点
が
、
竹
田
市
・
城
下
町
に

建
設
さ
れ
る
こ
と
が
決
定
し
、
協
定

が
締
結
さ
れ
ま
し
た
。

　
「
宗
家
」
代
表　

深
田
發は

つ

子
さ
ん

は
、「
吟
詠
と
い
う
の
は
城
下
町
の

風
情
に
非
常
に
よ
く
似
合
う
。
素
晴

ら
し
い
記
念
館
を
作
り
、
竹
田
の
文

化
興
し
・
音
の
風
景
づ
く
り
に
役
立

て
る
よ
う
に
心
が
け
て
い
き
た
い
」

と
語
っ
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

　

開
設
は
平
成
26
年
２
月
（
予
定
）

で
す
。

後世に引き継ぐ木造の学び舎

「宮城分館」がリニューアル
　木造の古い小学校校舎の雰囲気を
そのまま生かした「竹田市中央公民
館宮城分館」の改修工事が完了し、
６月 24 日に落成式が行われました。
　館内には地域の民俗文化資料室や、
活性化に活かそうと調理室が設けら
れました。

　平成 24 年度竹田市消防操法大会が、６月
24 日、竹田市文化会館前駐車場にて行われ
ました。
　ポンプ車の部は直入方面隊第１分団第４部
が、小型ポンプの部は久住方面隊第１分団第
２部が優勝し、８月 26 日に行われる県大会へ
の切符を手にしました。

〝音の風景〟の拠点づくりがスタート
淡窓伝光霊流日本詩道会
宗家　深田光霊記念館
　　 建設協定　調印式

ふ
る
さ
と
は

　
自
ら
の
手
で
守
る

↑
直
入
方
面
隊
第
１
分
団

↑
久
住
方
面
隊
第
１
分
団

久
住
の
大
地
で
農
業
事
業
を
展
開

　
株
式
会
社
ア
イ
ネ
ッ
ト
が
進
出
表
明

↑進出を表明した㈱アイネット上野昇代表〔写真右から２番目〕
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こ
の
夏
、全
国
大
会・九
州
大
会
に
出
場
す
る
方
々
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

市
民
の
み
な
さ
ん
の
熱
い
応
援
を
お
願
い
し
ま
す
！

少
年
少
女
剣
士
が
挑
む
！

　

こ
の
夏
、
竹
田
の
少
年
少
女
剣
士
が

出
場
す
る
「
第
47
回
全
日
本
少
年
剣
道

錬
成
大
会
並
び
に
第
37
回
全
日
本
選
抜

少
年
剣
道
個
人
錬
成
大
会
」
が
７
月
31

日
、
８
月
１
日
の
２
日
間
、
聖
地
で
あ

る
日
本
武
道
館
で
開
催
さ
れ
ま
す
。

　

深
田
望
史
く
ん
は
「
一
試
合
、
一
試

合
大
事
に
戦
っ
て
、
ひ
と
つ
で
も
上
に

あ
が
れ
る
よ
う
に
頑
張
っ
て
き
ま
す
」

と
全
国
大
会
に
向
け
て
の
決
意
表
明
を

語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

  
全
国
の
舞
台
で
す
ば
ら
し
い
活
躍
を

期
待
し
て
い
ま
す
。

ア
ジ
ア
ユ
ー
ス
選
手
権
に
出
場

　

大
阪
産
業
大
学
１
年
の
一
宮
大
介
さ

ん
（
緑
ヶ
丘
中
学
校
・
竹
田
高
校
出
身
）

が
７
月
11
日
か
ら
13
日
の
間
、
イ
ラ
ン

の
ラ
ム
サ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
た
ア
ジ
ア

ユ
ー
ス
選
手
権
大
会
（
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ

競
技
）
に
日
本
代
表
と
し
て
出
場
。

　

今
後
も
後
輩
た
ち
の
目
標
と
な
る
よ

う
に
頑
張
り
た
い
と
い
う
一
宮
さ
ん
の

今
後
の
ご
活
躍
に
期
待
し
て
い
ま
す
。

↑【全国大会出場者】 小学校団体・都野少年剣道クラブ　吉野武尊、荒巻
　拓海、荒巻美月、渡部海翔、浅倉碧／小学校個人・吉野武尊（都野少年
　剣道クラブ）／中学校団体・剣誠館道場　森大至、加藤杏菜、尾下修平、
　上野玉稀、嘉月惟能／中学校個人・深田望史（光明館）〔敬称略〕

↑大会前、出場報告に訪れた
　一宮さん

竹
田
の〝
次
に
伝
え
る
た
め
の
力
〟

　

第
10
回
全
国
高
等
学
校
対
抗
民
家
町

並
み
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
「
民
家
の
甲

子
園
」（
８
／
１
・
熊
本
県
）
に
竹
田

高
校
民
俗
部
が
４
年
連
続
で
大
分
県
代

表
と
し
て
出
場
し
ま
す
。
今
年
の
テ
ー

マ
は
「
力
」。
野
仲
隆
幸
部
長
（
３
年
）

は
次
の
よ
う
に
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

　
「
物
は
時
間
が
経
つ
に
つ
れ
て
消
え

て
し
ま
う
。
壊
さ
れ
て
も
残
り
続
け
る

よ
う
な
、
僕
た
ち
に
は
そ
れ
に
抗
う
よ

う
な
力
が
あ
る
と
思
っ
て
い
る
。〝
次

に
伝
え
る
た
め
の
力
〟
が
誰
に
で
も
あ

る
こ
と
を
伝
え
た
い
」

↑野仲隆幸くん（３年）、廣橋昂希くん（３年）、
　重松華澄さん（３年）、三代飛翔くん（１年）、
　小島直人くん（１年）

弁
士
が
染
め
る「
色
づ
く
世
界
」

　
「
第
36
回
全
国
高
等
学
校
総
合
文
化

祭
・
弁
論
の
部
（
個
人
）」
が
（
８
／
８

～
９
）
富
山
県
で
開
催
さ
れ
、
竹
田
高

校
２
年
の
首
藤
温
那
さ
ん
が
出
場
し
ま

す
。
自
ら
の
小
説
の
創
作
活
動
を
通
し

て
、
成
長
を
遂
げ
た
素
直
な
心
情
を
弁

じ
ま
す
。

　
「
ひ
と
つ
ひ
と
つ
の
言
葉
を
大
事
に

し
た
い
。
周
囲
の
人
へ
の
感
謝
の
気
持

ち
を
忘
れ
ず
に
楽
し
ん
で
き
ま
す
」
と

意
気
込
み
を
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

華
麗
で
勇
壮
な
舞
台
表
現
を

　
「
第
36
回
全
国
高
等
学
校
総
合
文
化

祭
・
吟
詠
剣
詩
の
部
（
団
体
）」
に
竹

田
高
校
２
年
生
が
出
場
し
ま
す
。

　

書
道
吟
「
国
東
半
島　

田
染
荘
」
を

書
道
は
工
藤
沙
季
さ
ん
と
工
藤
芹
歌
さ

ん
、
吟
士
は
堀
有
美
子
さ
ん
が
挑
み
ま

↑首藤温那さん

↑工藤沙季さん、工藤芹歌さん、堀有美子さん
　〔写真左から〕

希
望
の『
光
』 い
よ
い
よ
大
舞
台
へ

　

大
分
県
立
三
重
総
合
高
等
学
校
３

年
の
河
野
光
里
さ
ん
（
竹
田
中
出
身
）

が
、
第
55
回
九
州
農
業
ク
ラ
ブ
連
盟

発
表
大
会
福
岡
大
会
（
８
／
８
・
福

岡
県
春
日
市
）
意
見
発
表
・
文
化
生

活
の
部
に
出
場
し
ま
す
。
題
名
は『
私

の
農
村
回
帰
宣
言
』。
竹
田
の
素
晴

ら
し
さ
を
伝
え
よ
う
と
日
夜
練
習
に

励
む
河
野
さ
ん
。

　
「
演
劇
部
で
培
っ
た
経
験
を
自
信
に

変
え
て
県
代
表
と
し
て
頑
張
り
た
い
」

　

同
校
３
年
の
後
藤
光
司
さ
ん
（
竹

田
中
出
身
）
は
、
第
36
回
全
国
高
等

学
校
総
合
文
化
祭
弁
論
部
門
・
第
58

回
文
部
科
学
大
臣
旗
全
国
高
等
学
校

弁
論
大
会
（
８
／
８
～
９
・
富
山
県
）

に
出
場
。
プ
ロ
レ
ス
ラ
ー
こ
そ
自
分

の
存
在
証
明
と
い
う
熱
い
夢
を
語
り

ま
す
。

　
「
周
り
の
期
待
を
力
に
変
え
て
、

頂
点
を
獲
っ
て
き
ま
す
！
」

　

お
２
人
の
ご
活
躍
を
期
待
し
て
い

ま
す
。

す
。
３
人
は
「
大
分
県
代
表
と
し
て
、

し
っ
か
り
大
分
の
魅
力
を
伝
え
た
い
」

と
張
り
切
っ
て
い
ま
す
。

↑後藤光司くんと河野光里さん

訂正とおわび　広報たけた 7 月号「輝け ! 竹田の星」で竹田南高校新聞部の全国大会出場が「今年で 29 回目…」とありましたが、正しくは「16 年連続出場」でした。
　　　　　　　同じく、インターハイ・アーチェリー競技に出場する竹田高校３年の「菅　陽平」くんの名前の字が間違っていました。訂正しておわび申し上げます。
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　児童扶養手当・特別児童扶養手当受給者のみなさんへ

現況届・所得状況届の提出を忘れずに！
　８月は現況届並びに所得状況届出の月です。この届を出さないと、8 月分以降の手当が受けられません。福祉事務所か
ら通知が届きましたら、必ず期間内に届出をしてください。

児童扶養手当とは
１.受給資格者
　　手当を受けることができる人は、次の条件に当てはまる「児
　童」を監護している父・母、または父母に代って「児童」を
　養育している人です。
　　なお、「児童」とは、18 歳到達後最初の 3 月 31 日までの者、
　または 20 歳未満で政令に定める程度の障害の状態にある者
　をいいます。いずれも国籍は問いません。
　①父母が離婚した後、父・母と生計を同じくしていない児童
　②父または母が死亡した児童
　③父または母が政令で定める程度の障がいにある児童
　④父または母の生死が明らかでない児童
　⑤父または母から 1 年以上遺棄されている児童
　⑥父または母が法令により 1 年以上拘禁されている児童
　⑦母が婚姻しないで生まれた児童
　⑧父・母ともに不明である児童
　次のような場合手当は支給されません。
　①児童が、
　　イ、日本国内に住所がないとき。
　　口、父または母の死亡について支給される公的年金給付を
　　　受けることができるとき。
　　ハ、父または母に支給される公的年金給付の額の加算の対
　　　象になっているとき。
　　（※児童が障害基礎年金の子加算の対象である場合、23 年
　　４月以降、児童扶養手当が子加算額を上回っていれば、児
　　童扶養手当の受給が可能となりました。）
　　二、労働基準法等の規定による遺族補償を受けることがで
　　　きるとき。
　　ホ、児童福祉施設等に入所または里親に委託されているとき。
　　へ、父または母の配偶者（事実上の婚姻関係の場合も含む）
　　　に養育されているとき。
　②父・母または養育者が、
　　イ、日本国内に住所がないとき。
　　口、公的年金給付を受けることができるとき（老齢福祉年
　　　金を除く）。
　　ハ、養育者の場合は児童と別居しているとき。
２、手当の額
　　手当の額は下記のとおりですが、父・母に対する手当は、支
　給開始月から５年または支給要件に該当した月から７年を経
　過した時は、手当額の 1/2 が減額になります。
　　ただし、就業している場合、求職活動をしている場合、負
　傷又は疾病等により就業することが困難な場合または障がい
　がある場合などは減額になりません。（届出が必要です）

区　　　分 全額支給される者 一部支給される者
児童１人のとき 月　額   41,430 円 月額（下記※による）
児童２人のとき 加算額　5,000 円 加算額　5,000 円
児童３人以上のとき １人につき加算額 3,000 円

※一部支給は本人の所得額に応じて月額41,420円から9,780円まで10円きざみの額です。
３、支給制限
　　手当を受けている人または扶養義務者や配偶者の前年の所
　得が、扶養親族等の数による所得限度額以上ある場合は、そ
　の年度（8 月分から翌年の 7 月分まで）は、手当の全部又は
　一部が支給停止されます。
４、手当を受けている方の届出の義務
　　手当を受けている方は次のような届出の義務があります。

　忘れずに必ず福祉事務所に届け出てください。
　①現況届……毎年８月１日から８月 31 日までの間に届け出
　　て、引続き支給要件に該当するかどうかの審査を受けます。
　②資格喪失届……次のような場合には、早急に資格喪失届を
　　提出してください。
　　（注意事項：資格喪失届を提出せずに手当の支払いを受けた
　　場合には、資格がなくなった月の翌月分以降の手当をすべ
　　て返還していただくことになります。）
　○婚姻の届出をしたとき。
　○婚姻の届出はなくても事実上の婚姻関係（同居あるいは同
　　居がなくてもひんぱんに定期的な訪問・生活費の援助があ
　　るなどの状況）となったとき。
　○公的年金（国民年金、厚生年金、共済年金等）を受けるよ
　　うになったとき。
　○児童が公的年金を受給し、又は公的年金の加算対象になっ
　　たとき。
　○児童の死亡や、転出などにより監護（養育）しなくなった
　　とき。
　○児童が施設入所したり、里親に委託されたとき。
　○刑務所等に監禁中の父親・母親が出所したとき。
　○遺棄している児童の父・母から連絡、訪問、送金があった
　　とき。
　③転出届……市外へ転出の際に、提出してください。
　※上記以外にも、各種の届出があります。

特別児童扶養手当とは
１.受給資格者
　　日本国内に住所を有する 20 歳未満の精神または身体に中
　程度以上の障害を有する児童を監護する父・母、または父母
　に代ってその児童を養育している人に支給されます。
　　ただし、児童が障がいを支給事由とする公的年金を受ける
　ことができる時、または児童福祉施設等へ入所している時は、
　手当は支給されません。
２、手当の額
　重度障がい児（1 級）の場合　児童１人につき　月額 50,400 円
　中度障がい児（2 級）の場合　児童１人につき　月額 33,570 円
３、支給制限
　　請求者及びその扶養義務者等の前年の所得が、限度額以上
　ある場合は、その年度（８月から翌年の７月まで）の手当の
　支給は停止されます。
　　くわしくは、福祉事務所までお問い合せください。

●ひとり親家庭医療費助成について
　ひとり親家庭医療費は、ひとり親家庭の親とその児童を対象
に、医療費の自己負担分を全額助成するものです。
１. 受給資格者
　　離婚、死別等で配偶者のいない人で、現に 18 歳に達する
　日以後の最初の３月 31 日までの間にある児童を監護してい
　る人です。
２、支給制限
　　請求者及びその扶養義務者等の前年の所得が限度額以上あ
　る場合は、その年度（８月から翌年の７月まで）は助成を受
　けることが出来ません。所得限度額は児童扶養手当の限度額
　と同じです。
●お問い合せ
　竹田市福祉事務所子育て支援係　☎ 63-1111（内線 154･155）
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introduction

図書館の
お知らせ

8 月
■竹田市立図書館
　TEL ・FAX63-1048
■荻図書室（荻みらい館内）
　TEL ・FAX68-2200
■久住図書室
　TEL76-0717 ・FAX76-0724
■直入図書室
　TEL75-2240 ・FAX75-2231

8　月
日 月 火 水 木 金 土

1 2 3 4
5 6 7 8 9 10 11
12 13 14 15 16 17 18
19 20 21 22 23 24 25
26 27 28 29 30 31

※カレンダー中の白抜きの日が
　休館日です。

大人の本

子どもの本

　今月の読み聞かせ
　○ブックスタート　8月　8日㈬　14：00 〜 （竹田市総合社会福祉センター）
　○おはなしルーム　8月15日㈬　13：20 〜 14：00（竹田市立図書館えほんのへや）
　○おはなしのへや　毎週火曜日　10：30 〜 11：00（竹田市立図書館えほんのへや）

誕
生
お
め
で
と
う
❻
月
生
ま
れ
（
親
・
自
治
会
）

新刊のご案内
【一般の本】
・置かれた場所で咲きなさい（幻冬舎） 渡辺　和子
・正しい水の飲み方・選び方（海竜社） 藤田紘一郎
・傷のあるリンゴ（東京書籍）　　　　　　　　外山滋比古
・日本と世界の犬のカタログ2012年版（成美堂）成美堂出版編集部
・終活ファッションショー（集英社）　　　　　安田　依央
・天国のママから届いた最後の贈り物（講談社）マリー・ロール・ピカ
・おばけずき　鏡花怪異小説集（平凡社）　　　　泉　鏡花
・敬語のレッスン（創元社）　　　　　　　　　梅津　正樹
・小学生の新しいスポーツ食事メニュー 321（西東社）こばたてるみ
・すみれ（文芸春秋）　　　　　　　　　　　　青山　七恵
【子どもの本】
・とらねこさんおはいんなさい（偕成社）　　　小田　桐昭
・りょうりをしてはいけないなべ（講談社）　 シゲタ　サヤカ
・コんガらガっちあっちこっちすすめ！の本（小学館）ユーフラテス
・ずっとずっといっしょだよ（ポプラ社）　　　宮西　達也
・ミッフィーとフェルメールさん（美術出版社）　　菊池　敦己

ほか 125 冊ほど入りました

「鳴るは風鈴」　　　　　　　 　　（木山捷平／講談社）
　木山捷平ユーモア小説選。私小説的作品を中心に新
編集された傑作11篇は昭和30年代の雑誌に掲載され
たものですが、50 年を経た今でこそゆったりとした味
わいがたまらなくなるような一冊です。ぜひどうぞ！

司書のおすすめ

　夏休みは涼しい図書館で有意義なひとときを
過ごしてみませんか！
　夏の工作や自由研究の本など、
たくさん揃えてお待ちしています!!

「ふくしまからきた子」　

　　　　　　　　　　　　　　　（松本猛・松本春野／岩崎書店）

　広島市に住むサッカー大好き少年だいじゅと原発事
故をきっかけに引っ越してきたまや。ふたりの交流を
通じて原発と私たちの未来を考えるえほんです。
　素敵な水彩の絵に心がほっこり温かくなってきま
す。手に取ってみてください。

人口のうごき
　　　　　　　　　（前月比）
人　口　24,609　人（－ 20人）
男　性　11,476　人（－ 5人）
女　性　13,133　人（－ 15人）
世帯数　10,564 世帯（＋6世帯）

住民基本台帳登録人数
（平成24年6月30日現在）

災
害
時
の
避
難
情
報
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す

　

竹
田
市
か
ら
発
令
さ
れ
る
避
難
情
報
は
、告
知
放
送
や
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
ツ
イ
ッ
タ
ー
（
大
分
県
竹
田
市
防
災
情
報 @taketa_

bosai

）
等
を
用
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

同
様
に
、
必
要
性
が
想
定
さ
れ
る
様
々
な
情
報
に
つ
い
て
も
提
供
い
た
し

ま
す
の
で
、
災
害
発
生
時
、
ま
た
は
、
災
害
が
発
生
す
る
可
能
性
が
高
い
と

き
は
「
情
報
」
へ
の
注
意
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

竹
田
市

８月の入居者募集の中止について
　豪雨災害による被災者対応のため８月の公営住宅の入居者募集は取り止
めます。
　なお、9 月に臨時募集を行う予定です。
●お問い合せ　竹田市営住宅管理センター（本庁建設課内）☎ 63-4400

　おことわり　集中豪雨による災害が発生したため、今月号の「広報たけた」
は内容を大幅に変更しております。ご了承ください。（秘書広報係）
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郷土の植物 （281）

第89回
阿孫　久見

タマガワホトトギス（ユリ科）

　

や
や
標
高
の
高
い
山
地
の
林
内

や
渓け

い
こ
く谷

沿ぞ

い
に
生
育
す
る
高
さ
60

㌢
ほ
ど
の
多
年
草
で
す
。
茎く

き

は
斜

め
に
立
ち
ま
す
。

　
互ご

生せ
い

す
る
柄え

の
な
い
全ぜ

ん
え
ん縁
の
葉

は
波
う
ち
、
広
い
楕だ

円え
ん
け
い形
で
基
部

は
ハ
ー
ト
形
で
深
く
茎
を
抱だ

き
ま

す
。
長
さ
15
㌢
、
幅
が
５
㌢
ほ
ど

で
葉よ

う
み
ゃ
く脈

が
は
っ
き
り
し
て
い
ま
す
。

　

真
夏
か
ら
初
秋
の
頃
、
茎け

い
ち
ょ
う頂

で

枝
を
分
け
１
個
か
ら
数
個
の
径
２
・

５
㌢
ほ
ど
の
深
く
６
裂れ

つ

す
る
黄
色

に
紫し

か
っ
色
の
斑は

ん
て
ん点

の
入
っ
た
花

を
半
開
き
に
咲
か
せ
ま
す
。
太
い

花か
ち
ゅ
う柱
の
先
の
形
が
面
白
く
、
ま
ず

３
裂
に
反
り
返
り
、
さ
ら
に
そ
の

先
が
２
裂
し
ま
す
。
柱ち

ゅ
う
と
う頭

に
は
腺せ

ん

状じ
ょ
うの
突と

っ
起き

物ぶ
つ
が
密み

っ
せ
い生
し
て
い
ま
す
。

花
の
基
部
は
ふ
く
ら
み
、
こ
こ
に

蜜み
つ
を
た
め
虫
を
よ
ぶ
仕
組
み
に
な
っ

て
い
ま
す
。

　

京
都
府
の
「
井
手
の
玉た

ま
か
わ川

」
は

古
来
ヤ
マ
ブ
キ
の
名
所
で
花
の
色

を
ヤ
マ
ブ
キ
の
黄
に
見
立
て
玉タ

マ
ガ
ワ川

杜ホ
ト
ト
ギ
ス

鵑
草
の
名
が
あ
り
ま
す
。

　

竹
田
で
は
、
く
じ
ゅ
う
山
系
と

祖
母
山
系
の
深
山
で
観
察
さ
れ
ま

す
が
、
個
体
の
少
な
い
植
物
で
す
。

大
分
県
の
絶ぜ

つ
め
つ滅

危き

ぐ惧
種し

ゅ
で
す
。
花

期
は
７
月
か
ら
８
月
で
す
。

平成24年9月に１歳の誕生日を迎えるお子さんの写真を募集します！
問秘書広報係 ☎ 63-1043

平成23年
8月生まれ

誕生日　親
（地区・自治会）

吉
冨
さ
ん
が
久
住
高
原
の
唄
日
本
一
大
賞
！

「
大
分
県
の
民
謡
の
素
晴
ら
し
さ
を
全
国
に
広
め
た
い
」

  
６
月
30
日
、
７
月
１
日
の
２
日
間
、
第

15
回
久
住
高
原
の
唄
日
本
一
大
会
が
く

じ
ゅ
う
サ
ン
ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

県
内
外
か
ら
１
３
６
名
が
出
場
。
久
住
高

原
の
雄
大
な
情
景
が
浮
か
び
あ
が
る
よ
う

な
唄
声
が
館
内
に
終
日
響
き
ま
し
た
。

　

主
な
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

【
第
15
回
久
住
高
原
の
唄
日
本
一
大
賞
、
日

本
民
謡
協
会
賞
】
吉
冨
今
日
子
（
日
田
市
）、

【
少
年
少
女
の
部
】
優
勝
・
後
藤
早
乃
（
大

分
市
）、【
青
年
の
部
】
優
勝
・
吉
冨
今
日

子
（
日
田
市
）、【
高
年
の
部
】
優
勝
・
西

川
栄
子
（
熊
本
県
）、【
壮
年
の
部
】
優
勝
・

佐
藤
幸
子
（
大
分
市
）〔
敬
称
略
〕

↑日本一決定戦を制した吉冨
　今日子さん

　

書
家
・
渡
部
大
語
先
生
か
ら
災
害
復

旧
に
頑
張
っ
て
い
る
竹
田
の
み
な
さ
ん

に
向
け
て
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
い
た
だ
き
ま

し
た
の
で
ご
紹
介
し
ま
す
。
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別冊 たけたん情報　8月号
たけた夏物語「七夕こども夜市」
　日　時　8月4日㈯ 18:00 〜 20:00
　場　所　竹田市田町（廣瀬神社下）
　内　容　ステージイベント（こども神楽、日本舞踊ほか）
　　　　　アトラクション（ゲーム・屋台）
　●お問い合せ　竹田市観光ツーリズム協会竹田支部
　　　　　　　　☎ 63-2638

久住夏越祭り
　日　時　　8月8日㈬〜 9日㈭
　内　容　　8日（前夜祭）
　　　　　　子ども山車 15:00〜17:00（4 台）［市街地］
　　　　　　夜渡太鼓20:00〜22:00［久住神社境内］
　　　　　　9 日（御日）
　　　　　　・獅子 8:30〜16:00 建宮獅子･今村獅子
　　　　　　・御神幸10:00〜久住神社発→建宮神社
　　　　　　・御帰り15:00〜建宮神社→下町→久住
　　　　　　　神社
　　　　　　・本山車 20:10〜22:00（4 台）［市街地］
　　　　　　※20:00〜22:00の間は町内車両通行禁止
　●お問い合せ　竹田市久住支所産業建設課
　　　　　　　　☎ 76-1115

久住文化協会発表会
　日　時　 9月1日㈯　※入場料無料
　　　　　展示・囲碁対局部門 9：00〜16:00〜
　　　　　出演部門 13:00〜16：00
　場　所　久住公民館くじゅうサンホール、機能回復訓
　　　　　練室ほか
　●お問い合せ　久住公民館☎ 76-0717

歴 史 資 料 館　　　　　　☎ 63-1923
　〔開館時間〕9:00 〜 17:00
　〔休 館 日〕月曜日。祝日の翌日（月曜日が祝日の場合
　　　　　　は開館）
○常設企画展（2 階展示室 B）
　『はじまりの町ー瀧廉太郎と佐久間竹浦展ー』
　 7 月 3 日㈫ 〜 8 月 31 日㈮
　近代竹田の南画家佐久間竹浦、その親友瀧廉太郎につ
　いて、時代背景と共に紹介します。

市民ギャラリー水琴館　　　 ☎ 63-2200
〔開館時間〕9:00 〜 17:00
〔休 館 日〕月曜日。祝日の翌日（月曜日が祝日の場合
　　　　　 は開館）
○工藤敬一フォトコレクションⅩⅥ　あの人あの風景
　 7 月25日㈬ 〜 8月 5 日 ㈰
　これまで撮ってきた写真の中から、懐かしいあの人、
　懐かしい風景を紹介（工藤敬一 ☎ 62-2904）

○弘永きぬえ遺作展
　 8 月 8 日㈬ 〜 8 月26日 ㈰
　今年2月13日に逝去された日本画家弘永きぬえの作品
　・関連資料を紹介。

（市民ギャラリー水琴館 ☎ 63-2200）

○第 20 回押し花会・いちりん草　展示会　
　8 月28日 ㈫ 〜 9 月9日 ㈰
　童話作家　佐藤義美先生の作品を題材にイメージ作成
した作品、身近にある草花の押花作品、エコキャンドル作
品の展示。竹田市内の小学生の押花体験もあわせて紹介。

（押花会・いちりん草☎ 63-2200）
　※休館日は、月曜日（月曜日が祝日の場合は開館）と祝日

　　の翌日です。8 月 7 日 ㈫は展示替えのため臨時休館しま
　　す。
　※なお、展示内容の詳細を知りたい方は、申込者へ直接お
　　電話してください。

消防署
平成24 年度 第 2 回危険物取扱者試験
実施機関　㈶消防試験研究センター大分県支部
実 施 日　11月25日㈰
試験会場　豊後大野市・県立三重総合高校他
願書配付　8月22日から竹田市消防本部で配付します。
受付期間　9月25日㈫〜10月9日㈫（書面申請）
　　　　　9月22日㈯〜10月6日㈯（電子申請）
提 出 先　㈶消防試験研究センター大分県支部
　　　　　〒 870-0023　大分市長浜町 2 丁目12 の 10
　　　　　昭栄ビル 2 階（☎ 097-537-0427）
○詳しくは、竹田市消防本部警防課危険物係☎ 63-0119
　まで、お問い合せください。

福　祉
「平成 24 年度ときめき作品展」の作品募集中
　県内在住の障がい者、障がい児の文化活動発表の場と
して開催している「ときめき作品展」に出品する作品を
募集しています。
出 展 料　無料
募集作品　絵画・工芸・写真・書・陶芸・合作
　　　　　※詳細についてはお問い合わせください。
募集期限　 8月1日㈬〜 8月31日㈮まで
申込方法　竹田市福祉事務所、または各支所いきいき市
　　　　　民課に備え付けの申込書に必要事項を記入し、
　　　　　作品の写真（カラー・サービス版、作品の全容
　　　　　が判るもの）を添えて提出してください。
展示期間　11月29日㈭〜12月3日㈪
展示場所　大分市アートプラザ・アートホール
●お問い合せ　竹田市福祉事務所福祉係 ☎ 63-48111

第 7回大分県障がい者スポーツ大会竹田市選手団の結果
　平成 24年5月27日、6月10日に大分市で開催され、
竹田市から多くの選手が参加し、活躍されました。主な
成績は次のとおりです。
　【1 部男子水泳】　　　　　　 髙山　峻平　2 位
　【2 部女子 STT】　　　　　　 羽田野敏子　1 位
　【青年男子 50m 走】　　　　 森　　良平　1 位
　【青年男子 50㍍走】　　　　　佐藤　雄介　3 位
　【壮年男子 50㍍走】　　　　　宮田　博道　3 位
　【壮年男子 800㍍走】　　　　 小畑　大樹　3 位
　【青年男子 800㍍走】　　　　 中野　友彰　1 位
　【青年男子 1500㍍走】　　　 中野　友彰　2 位
　【青年男子立幅跳】　　　　　森　　良平　1 位
　【 2 部女子ジャベリックスロー】藤本　敦子　1 位
　【青年女子ジャベリックスロー】染原　球子　1 位
　【2 部女子ソフトボール投】　 藤本　敦子　1 位
　【壮年男子ソフトボール投】　古澤　政浩　1 位
　【FD アキュラシー D5】　　　中小路清隆　 銀
　　※ STT（サウンドテーブルテニス略）
　　※ FD（フライングディスク略）

入場行進をする竹田市選手団の皆さん
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身体障がい者巡回相談会〔無料〕
⒈ 日　時　9月6日㈭検査・診察開始　聴覚12:30 〜
　　　　　※予約制ですので、相談を希望される方は事
　　　　　　前の申込が必要です。
2. 場　所　竹田市総合社会福祉センター
3. 内　容
　①対象者
　　・新たに身体障害者手帳の交付を受けたい方、また
　　　は既に所持している身体障害者手帳の等級を変更
　　　したい方（聴覚）
　　・補装具費の支給を受けたい方（補聴器など）
　　　※補装具の適合判定は 2 週間前までの予約が必要です。
　　　また補装具製作業者も同席することになりますの
　　　で業者と相談のうえ、竹田市福祉事務所に 2 週間
　　　前までに連絡してください。
　　・その他、身体障害者福祉に係る各種制度等の相談
　　　をしたい方
　②診察科目
　　・聴覚障がい
　　　大分大学医学部附属病院　鈴木正志 医師
　　　※担当医師は当日の都合により変更になることがあります。
4. 申込期限　8 月 21 日㈫まで（電話にて受付）
●お問い合せ　竹田市福祉事務所福祉係 ☎ 63-4811

後期高齢者医療広域連合からのお知らせ
還付金詐欺にご注意 ! ー不審な電話・訪問にご注意くださいー
　全国各地で、還付金詐欺が発生しております。厚生労
働省・社会保険庁・市町村・広域連合の職員を装い、「年
金の払い戻しがある」「医療費の戻りがある」とキャッ
シュカード等をだまし取られたり、ATM に誘導された
りして口座から現金を引き出されるなどの被害が発生し
ております。
　不審に思われた時にはすぐに、竹田市保険課または後
期高齢者医療広域連合までご連絡をお願いします。

○後発医薬品（ ジェネリック医薬品 ）をご存じですか ?
　先発医薬品（ 新薬）の開発には、長い年月と、莫大な
費用がかかります。そのため一定の期間、特許で守られ
ており、値段が高いのです。
　一方、ジェネリック医薬品は、その特許が切れた後に
発売されます。先発医薬品と同じ有効成分、同じ効能・
効果をもつ医薬品で、先発医薬品に比べて低価格で手に
いれることができます。
・先発医薬品より安価で、経済的です。
　患者さんの自己負担の軽減、医療保険財政の改善につ
　ながります。
・効果や安全性は、先発医薬品と同等です。
　国では、後発医薬品が先発医薬品と同レベルの品質・
　有効性・安全性を有するかどうかについて欧米と同様

　の基準で審査を行っています。
　　まずは診察の時に医師や、薬剤師に相談してくださ
　い。直接言いづらい方は、7月に送付した新しい保険
　証に同封の「後期高齢者医療のしおり」に貼付してい
　る「ジェネリック希望カード」を医師または薬剤師に
　提示してください。（保険課窓口にも設置しています）
●お問い合せ　
　大分県後期高齢者医療広域連合☎ 097-534-1771（代表）
　竹田市保険課国保・高齢者医療係☎ 63-1111（内線136）

年　金
「付加年金」をご存知ですか ?
　付加年金は、老後により高い年金を受けたいと考えて
いる方が、毎月の保険料のほかに付加保険料として月額
400円を上乗せして納めることにより、老齢基礎年金の
受給権を得たときに老齢基礎年金に加算されます。
　付加年金額 = 200円 × 付加保険料納付月数
　加入できるのは、農業・漁業・自営業の方々といった
国民年金の第一号被保険者の方だけです。国民年金基金
に加入されている方は、国民年金基金が付加年金を取り
入れた制度となっているため納めることはできません。
　また、保険料を免除されている方も納めることはでき
ません。
●お問い合せ　日本年金機構大分年金事務所
　　　　　　　（お客様相談室）☎ 097-552-1211

消費生活相談
消費生活相談窓口からの注意喚起
太陽光発電システムの訪問販売について
・売電収入について、過剰な説明や不正確な説明をする。
・補助金の対象外であるのに「補助金が受けられる」と
　説明する。
・お得感の強調や長時間にわたる勧誘で冷静に検討でき
　なくするなど問題のある勧誘が多くみられます。契約
　する際は複数の業者から見積りを取り、納得したうえ
　で契約するようにしましょう。
●お問い合せ
　◎竹田市役所市民課窓口（消費生活相談）8:30〜17:00
　　☎ 63-4834（月〜金・平日のみ）
　◎大分県消費生活・男女共同参画プラザ（アイネス）
　　☎ 097-534-0999
　◎弁護士相談　竹田市中央公民館　14:00 〜 16:30
　　☎ 097-536-1458（毎週火曜日、事前予約制）

商工労働
「大分県 IT お助け隊」に相談しませんか 
　大分県では、県内中小企業の IT 利活用を支援するた
め、県職員による「大分県 IT お助け隊」が、無料で訪問
相談を行っています。ホームページを作りたい、ネット
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ショップを始めたい、生産管理システムを導入したい等
の課題解決にむけてお手伝いをします。 
●お問い合せ
　大分県商工労働部情報政策課 ☎ 097-506-2062

事業主の方へ　退職金のちょっと考えてみませんか ?
「中退共」の退職金制度なら、
①国の掛金助成を受けられます。
②掛金は全額非課税。
③社外積立だから、管理がカンタン !
　パートさんのための特別掛金月額もご用意
　（中退共は中小企業で働く従業員のための国の退職金
　制度です）
●お問い合せ　（独）勤労者退職金共済機構　中小企業退
　　　　　　　 職金共済事業本部 ☎ 03-6907-1234

水　道
水道メーター検針員募集
　久住地域の簡易水道区域（久住・白丹地区）にある水道
メーターの検針員を募集します。
　ハンディターミナルによる検針で、1 回当たり約 600
件、月に10日程度の業務です。
採用条件　55歳から65 歳位で、原付等の免許を所持して
　　　　　いる、健康で継続して5年以上従事可能な者。

※検針用のバイク、作業着の貸与はありません。
委託金額　 1 件当たり100 円
契約期間　平成24年10月1日から平成25年3月31日、
　　　　　その後 1 年ごとに更新します。
募集人員　1名
受付期間　8 月1日㈬〜 8月17日㈮）
●お問い合せ　竹田市水道課庶務係　☎ 63 -1046
　　　　　　　久住支所産業建設課　☎ 76 -1115

環境衛生 ★し尿汲み取りについて（お願い）　

お盆前のし尿の汲み取りは混みあいますので、
お早めに申し込んでください。
　汲み取り申込先：㈱竹田衛生社（☎ 63-3546）
　し尿は適正に処理することが必要です。し尿処理施設
や合併浄化槽等により適正に処理することにより、水路
や河川等に流れ込む生活排水の水質が改善され、生活環
境の保全及び公衆衛生の向上が図られます。
　竹田市ではコミニティ・プラント及び農業集落排水処
理施設整備地域以外の地域で、市町村設置型浄化槽の整
備推進を行っています。合併浄化槽の設置や単独浄化槽
から合併浄化槽への転換をお考えの方は下記へお問い合
わせください。

被災浄化槽相談窓口を設置しました
　※相談窓口は環境衛生課まで

●お問い合せ　竹田市環境衛生課生活排水係 ☎ 63-4821

試　験
平成 24 年度自衛官募集
一般曹候補生、自衛官候補生、航空学生を募集します。
対 象 者　18 歳以上 27 歳未満の男女

　　　　＊航空学生については、高卒（見込み）18 歳以上21歳未満
受付期間　8月1日㈬〜 9月7日㈮
　　　　　＊男性の自衛官候補生は随時
試験期日・場所
　　　　・一般曹候補生
　　　　　 9月17日㈪ 竹田商工会議所
　　　　・自衛官候補生
　　　　　 9月17日㈪ 竹田商工会議所
　　　　・航空学生
　　　　　 9 月22日㈯ 大分商工会議所
　　　　・自衛官候補生（女性）
　　　　　 9 月23日㈰〜26日㈬いずれか1日府内学園
●お問い合せ
　自衛隊大分地方協力本部竹田地域事務所 ☎ 63-3320
　　　　　　　
平成 24 年度警察官採用試験
対 象 者　①警察官 A（大卒・第 2 回）試験
　　　　　　昭和 54 年 4 月 2 日以降に生まれた方で、
　　　　　　大学卒業または卒業見込みの方
　　　　　②警察官 B（高校卒業程度）試験
　　　　　　昭和56年4月2日から平成 7年4月1日まで
　　　　　　に生まれた方で、大学卒業または卒業見込
　　　　　　みの方を除く
　　　　　③大分県職員初級（警察事務）試験
　　　　　　平成 3年4月2日から平成 7年4月1日まで
　　　　　　に生まれた方
受付期間　8月6日㈪〜8月24日㈮
●お問い合せ　大分県警察本部警務課人事係
　　　　　　　☎ 097-536-2131（内線 2643・2646）

募　集
憧れの白バイやパトカーに乗ろう !

『ちびっ子ポリス大集合』参加者募集 !
　日　　時　 8月26日㈰ 10:00 〜 12:00
　場　　所　竹田警察署（竹田市拝田原 221 番地）
　対　　象　竹田市内の小学 4・5・6 年生（男女）
　募集人員　20名
　応募方法　竹田警察署、またはお近くの交番、駐在所に
　　　　　　備え付けの参加申込書に記入し提出してく
　　　　　　ださい。
　応募期間　7月17日㈫〜 8月10日㈮
　参 加 料　無　料
●お問い合せ　竹田警察署総務課総務係☎ 63-2131
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平成 24 年度「 おおいた教育の日」エッセー募集 !
　「おおいた教育の日」の趣旨を普及し、学校、家庭、地域
が教育の協働の取組みを推進するため、県民のみなさん
からエッセーを募集します。
内　容　一般の部……テーマ「おおいたの子どもたちへ」
　　　　小・中・高・大学等の部」……テーマ「わたしの
　　　　心に残ること」
　　　　○高校生以上・一般の方……400字原稿用紙 4
　　　　　枚以内
　　　　○小学生・中学生……400 字原稿用紙 3 枚
表彰・副賞
　　　　会長賞（各部 1 点、図書カード 2 万円）
　　　　優秀賞（各部 2 〜 3 点、図書カード 5 千円）
　　　　学校賞（「小・中・高・大学等の部」）の 2 点、図書
　　　　　　　　 カード 3 万円
応募資格　県内在住、または大分県出身の方
募集期間　7 月 1 日㈰〜 9 月 7 日㈮
●応募先・お問い合せ
　応募は TEL・FAX・Eメールで
　大分県教育の日推進会議事務局（県教育庁社会教育課）
　〒870-8503 大分市府内町 3-10-1 ☎ 097-506-5526
　 ℻ 0 97-506-1798  Eメール oita-kyouikunohi@pref.oita.lg.jp

第 1 回岡藩キリシタン小史市民講座参加者募集
日　　時　8月 26 日㈰ 13:30 〜 14:30
場　　所　竹田分館
講　　師　井上　隆 氏（岡藩キリシタン小史執筆者）
受 講 料　受講料 500円（資料代含む）
　　　　　※定員になり次第締め切ります。
●お申込み・お問い合せ　竹田創生館 ☎ 62-4100

第 27 回竹田市美術展募集
会　　期　9月11日㈫〜 9月22日㈯　
　　　　　9:00〜17:00・最終日は16:00まで
　　　　　※ 9月18日㈫は休館日
会　　場　市民ギャラリー水琴館
応募資格　竹田市在住者・竹田市出身者・市内勤務者・高
　　　　　校生以上の者
出品点数　1人1点（無審査）
種類・規格　種類…絵画、版画、工芸、彫刻（展示可能な作品）
　　　　　規格…作品サイズは自由・平面作品は額装す
　　　　　　　　ること10号以上のガラス装は不可・
　　　　　　　　アクリル可
出 品 料　一般 1,000 円　学生無料
展示・飾付　 9月10日㈪　14:00 〜
　　　　　人手不足ですのでご加勢をお願いします
●お問い合せ　竹田市美術協会事務局
　　　　　　　☎ 63 - 0047（阿南初夫）・☎ 62 - 2619（阿
　　　　　　　南英行）

平成 24 年度白秋祭献詩募集
　北原白秋先生のふるさと柳川であなたの詩を朗読して
みませんか。
形　　式　自由詩　
　　　　　※字数、内容等制限なし。未発表の自作に限る。
　　　　　B4 版 400 字詰原稿用紙を使用のこと
応募部門　小学生の部、中学生の部、高校生・一般の部
募集期間　8月6日㈪〜9月7日㈮必着
●提出先・お問い合せ
　柳川市教育委員会学校教育課
　〒832-8555 柳川市三橋町正行 431
　☎ 0944-73-8111 E-mail:gakko@city.yanagawa.lg.jp

講 習 会
猟銃及び空気銃の取扱いに関する講習会（初心者）
①講習の日時及び場所
　日　時　8月26日㈰　9:30〜17:00
　場　所　大分東部公民館（旧グリーンカルチャーセンター）
　　　　　大分市日吉町 3 番 1 号
②対象者
　大分県内に住所を有し、銃砲刀剣類所持等取締法第 4
条第 1 項第 1 号の規定により猟銃又は空気銃の所持許
可を受けようとする者で、現に猟銃又は空気銃を所持し
ていない者
③申込要領
　⑴受付期間　8月6日㈪から8月20日㈪ 9:00〜17:45
　　　　　　　※土、日曜日及び祝日は除く
　⑵申 込 先　竹田警察署生活安全課
　⑶提出書類等　
　　ア）猟銃等講習会受講申込書 2 通（警察署に備付け
　　　　のもの）
　　イ）写真 2 枚（申請前 6 か月以内に撮影した無帽、
　　　　正面、上三分身、無背景の縦 4㌢、横 3㌢のもの）
　　ウ）印鑑　※自ら署名の場合は不要
　⑷受 講 料　6,800 円（大分県収入証紙で納入すること）
●お問い合せ　竹田警察署生活安全課（☎ 63-2131）

保　険
柔道整復師（整骨院・接骨院）の施術には保険証が

「使える場合」と「使えない場合」があります
●保険証が使えるのはどんなとき
・整骨院や接骨院で骨折、脱臼、打撲及び捻挫（いわゆる
　肉ばなれを含む。）の施術を受けた場合に保険の対象
　になります。
・なお、骨折及び脱臼については、緊急の場合を除き、
　あらかじめ医師の同意を得ることが必要です。
●治療をうけるときの注意
・単なる肩こり、腰痛などに対する施術は保険の対象に
　なりません。このような症状で施術を受けた場合は、
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　全額自己負担になります。
・療養費は、本来患者が費用の全額を支払った後、自ら
　保険者へ請求をおこない支給を受ける「償還払い」が
　原則ですが、柔道整復については、例外的な取扱いと
　して、患者が自己負担分を柔道整復師に支払い、柔道
　整復師が患者に代わって残りの費用を国保に請求する
　「受領委任」という方法が認められています。
　　このため、多くの整骨院・接骨院等の窓口では、病院・
　診療所にかかったときと同じように自己負担分のみ支
　払うことにより、施術を受けることができます。
・柔道整復師が患者の方に代わって保険請求を行うた
　め、施術を受けるときには、必要書類に患者の方のサ
　インをいただくことが必要となります。
・保険医療機関（病院、診療所など）で同じ負傷等の治療
　中は、施術を受けても保険等の対象になりません。
●お問い合せ　竹田市保険課国保・高齢者医療係
　　　　　　　☎ 63-1111（内線 135 〜 137）

休日及び夜間の在宅当番医院
大久保病院　☎ 64-7777

受付時間　平日夜間　18:00 〜 21:00
　　　　　土 曜 日　13:00 〜 21:00
　　　　　休　　日　 8:30 〜 21:00
注意事項　・かかりつけの病院がある場合は、できるだ
　　　　　　けそこで診てもらうようお願いします。
　　　　　・事前に症状、年齢、その他必要事項を病院へ
　　　　　　電話連絡したうえで受診をしてください。
　　　　　・症状が重い場合は救急車を呼んでください。
※竹田医師会病院でも電話で相談いただき、可能な場合
　は診療します。

小児科外来休日当番院
当番日 医療機関 電話番号

8月 4 日㈯ みやわき小児科（三重町） 0974-24-0230

8月 5 日㈰ 豊後大野市民病院（緒方町） 0974-42-3121

8月11日㈯
豊後大野市民病院（緒方町） 0974-42-3121

竹田市立こども診療所 0974-63-3838

8月12日㈰ 豊後大野市民病院（緒方町） 0974-42-3121

8月18日㈯

みやわき小児科（三重町） 0974-24-0230

三重東クリニック（三重町） 0974-22-6333

竹田市立こども診療所 0974-63-3838

8月19日㈰ 豊後大野市民病院（緒方町） 0974-42-3121

8月25日㈯
みやわき小児科（三重町） 0974-24-0230

竹田市立こども診療所 0974-63-3838

8月26日㈰ みやわき小児科（三重町） 0974-24-0230

9月 1 日㈯

みやわき小児科（三重町） 0974-24-0230

三重東クリニック（三重町） 0974-22-6333

竹田市立こども診療所 0974-63-3838

9月 2 日㈰ 豊後大野市民病院（緒方町） 0974-42-3121

　竹田市立こども診療所は 8 月10 日再開します。再開ま
での当分の間は「臨時診療所」（竹田市総合社会福祉セン
ター）で対応します。問竹田市健康増進課（☎ 63-4810）

受付時間　8:30〜11:30（こども診療所は 9:00 〜11:30）
診療時間　9:00〜12:00（三重東クリニックは 8:30〜12:00）
※土曜日については、上記以外にも診療を行っていると
　ころがあります。

○豊後大野市民病院　（☎ 0974-42-3121）
　http://ogatahp.ddo.jp/

○みやわき小児科（☎ 0974-24-0230)
　http://www.miyawaki-kodomo.com/
○三重東クリニック　（☎ 0974-22-6333)
　http://www.sekiaikai.jp/index.html
○大分県豊肥保健所　（☎ 0974-22-0162）
○竹田市立こども診療所　（☎ 0974-63-3838)
　http://www.city.taketa.oita.jp/
受診時の注意
　当番院は、やむを得ず変更になる場合があります。
　あらかじめ当番院または竹田市消防署（☎ 63-0119）
にお電話で確認されるようお願いします。また、院外薬
局が休みの場合は、あらかじめ用意されて約束処方とな
ることがありますので、ご了承ください。

歯科休日当番医院
当番日 医療機関 電話番号

8月 5 日㈰ 竹田市荻歯科診療所（荻） 0974-68-3263
8月12日㈰ 長湯ごとう歯科（直入） 0974-75-3001
8月19日㈰ 高山歯科医院（竹田） 0974-63-2561
8月26日㈰ 竹下歯科医院（竹田） 0974-62-2662

※診療時間を確認のうえ、受診してください。
○大分県歯科医師会　☎ 097-545-3151
　http : www.oita-dental-a.or.jp/

竹田医師会病院災害医療相談室設置のお知らせ
　竹田医師会病院では被災直後からの災害時医療体制を
一旦解除し、災害対策本部を災害医療相談室へと移行し
ます。
設置期間　7月17日㈫17:00 〜 8月31日 ㈮ 17:00
内　　容　・被災者の方々の医療相談
　　　　　・復旧作業に従事する方 （々ボランティア含
　　　　　　む）の医療相談
　　　　　・交通遮断などによりかかりつけ医を受診で
　　　　　　きない患者さまの医療相談
　　　　　・被災医療機関からの診療代行、救急搬送依
　　　　　　頼、転院以来などの医療相談
　　　　　・その他、災害関連医療相談全て
　　　　　以上につき、受付と院内対応調整を行います。
窓　　口　竹田医師会病院事務室 ☎ 0974-63-3241
　　　　　（担当 / 宮成・白石）

日本政策金融公庫
教育資金を必要とされるみなさんへ
国の教育ローンをご利用ください
　　国民生活金融公庫において、進学に関する家庭の経
　済的負担の軽減と教育の機会均等を図るため、入学費
　用を融資する「国の進学ローン」を取り扱っています。
　　●ご相談・お問い合せ

教育ローンコールセンター（ナビダイヤル）
0 5 7 0 - 0 0 8 6 5 6

語り部と、竹田の町を見て歩く会
○第 3 回竹田の商家めぐり
　日　時　8月19日㈰
　　　　　9:00 〜12:00（豊後竹田駅前 8:50 集合）
　主　催　竹田観光ボランティアガイド委員会
　場　所　竹田駅前−塩屋−竹屋−山本屋種苗店
　　　　　−喜多屋ほか
　参加料　500円　語り部　
　　　　　河野通友（竹田商工会議所）
●お問い合せ
　竹田観光案内所（豊後竹田駅構内）　☎ 63-2638
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事業所名 事業所の内容 求人職種 求人数 賃　金 備　考（資格等）
医療法人　健伸会
ケアホーム「五つの実」

介護福祉事業（短期入所
生活介護の施設）

正・准看護師 2 13.9 〜 20.3 万 看護師（正・准）
介護職 2 12.1 〜 17.7 万 介護福祉士またはヘルパー 2 級

株式会社
レゾネイト ホテル業

和食調理人 1 18 〜 20 万
フロントサービス担当 1 15 〜 17 万
レストランサービス担当 2 15 〜 20 万

社会医療法人社団
大久保病院

医療・介護老人保健施設
グループホーム他介護保
険サービス関連事業

正看護師（交替勤務） 2 24.1 〜 33.7 万 正看護師
介護福祉士 2 15.6 〜 23.1 万 介護福祉士
准看護師（外来） 2 17.3 〜 25 万 准看護師

荻町まちおこし
有限会社

「荻の里温泉」

温泉・レストラン・旅館・
みやげ品販売・農林産物
販売

フロント係 1 12.6 〜 15.2 万
フロント係 1 700 円
送迎運転手 2 700 円 大型自動車

有限会社　工藤商店 新建材等の販売及び飲食
業

配管技士 1 15.0 〜 25.0 万 管工事施工管理技士・浄化槽設備士
配管工見習 1 12.5 〜 20.0 万
調理師又は調理補助 1 13.5 〜 25.0 万 和洋食調理の出来る方

社会福祉法人
孝寿福祉会

（美晴が丘）

特別養護老人ホーム　短期入
所生活介護　老人通所介護・
訪問介護（老人・身体障碍者）
居宅介護支援・配食サービス

看護員（正・准看護師） 1 15.5 〜 22.5 万 正・准看護師
ケアワーカー（介護員） 2 14.3 〜 22 万 介護福祉士資格所持者優遇（荻の苑）
ケアワーカー（介護員） 2 14.3 〜 22 万 介護福祉士資格所持者優遇（美晴が丘）
正看護師 1 16.8 〜 22 万 正看護師

株式会社
長湯歴史温泉伝承館

入浴施設 バイキングレストラン
イベントの企画運営 簡易宿泊施設

レストランホールスタッフ 2 11.0 〜 15.0 万
調理スタッフ 1 11.0 〜 15.0 万

社団法人
竹田市医師会

（竹田医師会病院）
病院

理学療法士 2 22.3 〜 26.3 万 理学療法士
正看護師 5 21.0 〜 25.3 万 正看護師
薬剤師 1 28 〜 33 万 薬剤師

株式会社　キューメ
イ研究所　竹田工場

体外診断用医薬品の製造、
研究開発業務　販売業務

医薬品品質管理及び製造開発員 2 15 〜 25 万 化学的知識を有する方
雑務・事務員 1 680 〜 750 円 パソコン操作

株式会社　ローケン

有料老人ホームの経営、
訪問介護事業　通所介護
事業、在宅介護支援事業
短期入所生活介護

介護職員 3 14 万 ヘルパー 2 級
介護福祉士 3 16 万 介護福祉士
社会福祉士又は社会福祉主事 2 15.5 〜 16 万 社会福祉士又は社会福祉主事
介護職員（日昼パート） 3 700 〜 850 円 ヘルパー 2 級又は正・准看護師

株式会社　あんのん 結婚式場　宿泊施設　法
事　祝事　仕出し

調理師 1 15 〜 25 万 調理師
接客係 3 650 〜 800 円
洗い場係 1 650 〜 800 円

医療法人　健伸会
みはら整形外科クリ
ニック

整形外科・内科・麻酔科・リハ
ビリテーション科等の外来診療
及び通所リハビリテーション、
指定居宅介護支援事業所の運営

放射線技師 1 18 〜 26.4 万 診療放射線技師
介護職 2 12.8 万 ヘルパー 2 級

介護職 2 13.5 〜 17.5 万 介護福祉士

医療法人　雄仁会
（加藤病院・岡の苑・
和の郷）

医療・介護保険業等
認知症対応型グループ
ホーム和の郷

正看護師 1 21.6〜27.0 万 正看護師
准看護師 1 16 〜 21.5 万 准看護師
介護福祉士 1 15 〜 17.0 万 介護福祉士

社会福祉法人　
偕倖社

（悠々居）

特 別 養 護 老 人 ホ ー ム、　 デ ィ
サービス事業　ショートスティ
事業、グループホーム　居宅介
護支援事業等

正・准看護師 1 16.3〜18.1 万 正・准看護師

介護職 2 14.4〜15.4 万

調理員 1 14.2〜14.4 万

有限会社
久住ワイナリー

加工用ぶどうの栽培及び
ワイン販売　レストラン

レストランシェフ 1 22 〜 24 万 調理師免許及び経験者
売店スタッフ 1 15 〜 15.5 万
ホール厨房係 2 800 〜 900 円

○一覧表は、ハローワーク豊後大野（竹田地域職業相談室）に申込まれている 7月10日現在の有効求人です。
　一覧表以外の企業についても多種の求人がありますので窓口にお申し出ください。
○上記の一覧表は、日時の経過で求人数等に多少の変更が生じることがあります。
●お問い合せ　ハローワーク豊後大野竹田地域職業相談室　☎ 0974-63-1101　
　　　　　　　ハローワーク豊後大野（豊後大野公共職業安定所）☎ 0974-22-8609

求人情報 ハローワーク豊後大野竹田職業相談室☎ 63-1101

①幼稚園教諭１人 14.4万円　②測量員２人 15 〜 30万
円　③保育士１人 15.5万円　④養鶏作業員１人 15 〜
25万円　⑤農作業員１人 13.7万円　⑥介護職員　1 人
13.7 〜 15.7万円　⑦販売員１人 13 〜 20万円　⑧農業
機械の修理１人 15.8 〜 18.5万円　⑨飼育係３人 15 〜
18万円　⑩農作物の収穫・洗浄１人 14万円　⑪生活支
援員１人 13.5万円　⑫フロント１人 13万円

〔パート求人（時給）〕
⑬医薬品販売スタッフ１人 1,200円　⑭レジ係１人 747
円　⑮調理補助員１人 700 〜 850円　⑯ガソリンスタ
ンド販売員１人 700 〜 900円　⑰清掃係１人 700円
⑱接客２人 750円　⑲パソコン入力担当者１人 750円
⑳接客及び調理補助１人 700円　㉑調理補助員２人 650
〜 700円　㉒受付・清掃員２人 780円　㉓農作業員１
人 700 〜 800円　㉔接客係１人 1,000円

平成24年度新規大卒者等Ｕ・Ｉターン希望者就職面接会
　対象者・平成25年3月大学院・大学・短大・高専・専修

学校卒業予定者
　　　　・既卒３年以内の求職者　・Ｕ・Ｉターン希望者
　と　き　８月16日㈭ 13:00〜16:00
　ところ　トキハ会館５階ローズ・カトレアの間
　　　　　（大分市府内町２－１－４）
●お問い合せ
　ハローワークプラザおおいた ☎ 097-533-8600
2012 年夏　福祉のしごと就職フェア
　と　き　８月５日㈰ 13:00〜16:00
　ところ　大分県社会福祉介護研修センター
　　　　　（大分市明野 3 － 4 － 1）
　内　容　就職面談、各種相談ほか（無料託児コーナ有）
●お申込み・お問い合せ　
　大分県福祉人材センター☎ 097-552-7000


